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毛
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山
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物
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安
藤　

文
澤

越辺川が変わる…
川のまるごと再生プロジェクト  始動！動！



郷
土
が
生
ん
だ
蘭
方
医
　

安
藤
文
澤

種痘の創始者
幕末から明治にかけて地域医療に貢献

安
藤
文
澤
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
）

文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
１
歳

５
月
25
日
、
入
間
郡
阿
諏
訪
村
に
名な

ぬ
し主

・
安
藤

恒つ
ね
は
ち八

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
３
歳

◆
権ご
ん
だ田

直
助
、
毛
呂
本
郷
に
生
ま
れ
る

文
化
７
年
（
１
８
１
０
）
４
歳

弟
・
東
作
が
生
ま
れ
る

文
化
12
年
（
１
８
１
５
）
９
歳

◆
杉
田
玄
白
『
蘭
学
事
始
』
を
ま
と
め
る

文
政
７
年
（
１
８
２
４
）
18
歳

川
村
碩せ

き
ふ布

編
『
春
秋
稿
』（
俳
諧
選
集
）
に
称
し
ょ
う
し
ょ
う々

（
文
澤
俳
号
）
で
句
を
入
集

文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
19
歳

番ば
ん
し
ょ
う匠

村
（
と
き
が
わ
町
）
の
蘭
方
医
・
小
室

元げ
ん
ち
ょ
う

長
に
入
門
す
る

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
24
歳

鳥と

ば羽
藩
の
江
戸
藩
邸
詰
侍じ

い医
と
な
る

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
27
歳

◆
天
保
の
大
飢き

き
ん饉

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
37
歳

◆
俳
諧
の
師
・
川
村
碩
布
没
す
る

弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
39
歳

牛ぎ
ゅ
う
と
う
び
ょ
う

痘
苗
が
我
が
国
に
伝
来
す
る
や
熱
心
に
研
究

に
従
事
、
弟
・
東
作
と
協
力
し
て
一
族
に
種
痘

を
施
す

弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
40
歳

長
男
・
太
郎
生
ま
れ
る

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
43
歳

◆
佐
賀
藩
が
牛
痘
を
初
め
て
行
う

嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
）
46
歳

◆
岡
部
均き

ん
ぺ
い平

、
伊い

こ

た

古
田
純じ

ゅ
ん
ど
う道

ら
が
我
が
国
初
の

帝
王
切
開
手
術
を
行
う

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
52
歳

◆
官
立
の
種
痘
所
が
神
田
に
設
立
さ
れ
る

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
59
歳

◆
大
政
奉
還

◆
坂
本
龍
馬
暗
殺

◆
王
政
復
古
の
大
号
令

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
62
歳

◆
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

太
郎
、
榎
本
武た

け
あ
き揚

率
い
る
幕
府
海
軍
に
入
り
、

箱
館
戦
争
に
加
わ
る

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
64
歳

箱
館
戦
争
の
囚し

ゅ
う
と徒
た
ち
赦し

ゃ
め
ん免
さ
れ
、
太
郎
東
京

に
帰
る

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
65
歳

太
郎
、
岩
倉
具と

も
み視

の
米
欧
渡
航
に
外
務
書
記
官

と
し
て
随
行
す
る

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
66
歳

６
月
29
日
、
文
澤
、
病
気
の
た
め
死
去
、
四
谷

大
木
戸
の
理
性
寺
に
埋
葬
さ
れ
る

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
15
年

◆
権
田
直
助
（
79
歳
）
没
す
る

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
17
年

弟
・
東
作
（
80
歳
）
没
す
る

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
52
年

太
郎
（
78
歳
）
没
す
る

昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
68
年

埼
玉
史
談
（
第
12
巻
・
第
２
号
）
に
初
め
て
文

澤
の
研
究
が
発
表
さ
れ
る

◆
安
藤
家
以
外
の
世
の
動
き

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
日
本
の
近
代
化
と
い
う

大
き
な
転
換
期
の
な
か
、
史
実
は
数
々
の
偉
業
を
後
世

に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
を
生
き
た
毛
呂
山
町
を

代
表
す
る
偉
人
の
一
人
が
安
藤
文ぶ

ん
た
く澤
で
す
。
蘭ら

ん
ぽ
う
い

方
医
と

し
て
、
種し

ゅ
と
う痘
を
広
め
、
地
域
医
療
の
発
展
に
大
き
な
貢

献
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
強
制
種
痘
に
心
血
を
注
い
だ
安

藤
文
澤
の
業
績
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
そ
の
人
物
像
に

迫
り
ま
す
。

↑安藤文澤とその家族。後列左から２人目が文澤、
前列右端が長男・太郎である。明治３年ころの写
真と推定。　　　　　　　　（原田雅義さん提供）
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伝
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安
藤
文
澤
年
譜
（
年
齢
は
数
え
年
）

文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
１
歳

５
月
25
日
、
入
間
郡
阿
諏
訪
村
に
名な

ぬ
し主

・
安
藤

恒つ
ね
は
ち八

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る

文
化
６
年
（
１
８
０
９
）
３
歳

◆
権ご
ん
だ田

直
助
、
毛
呂
本
郷
に
生
ま
れ
る

文
化
７
年
（
１
８
１
０
）
４
歳

弟
・
東
作
が
生
ま
れ
る

文
化
12
年
（
１
８
１
５
）
９
歳

◆
杉
田
玄
白
『
蘭
学
事
始
』
を
ま
と
め
る

文
政
７
年
（
１
８
２
４
）
18
歳

川
村
碩せ

き
ふ布

編
『
春
秋
稿
』（
俳
諧
選
集
）
に
称

し
ょ
う
し
ょ
う々

（
文
澤
俳
号
）
で
句
を
入
集

文
政
８
年
（
１
８
２
５
）
19
歳

番ば
ん
し
ょ
う匠

村
（
と
き
が
わ
町
）
の
蘭
方
医
・
小
室

元げ
ん
ち
ょ
う

長
に
入
門
す
る

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
24
歳

鳥と

ば羽
藩
の
江
戸
藩
邸
詰
侍じ

い医
と
な
る

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
27
歳

◆
天
保
の
大
飢き

き
ん饉

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
37
歳

◆
俳
諧
の
師
・
川
村
碩
布
没
す
る

弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
39
歳

牛ぎ
ゅ
う
と
う
び
ょ
う

痘
苗
が
我
が
国
に
伝
来
す
る
や
熱
心
に
研
究

に
従
事
、
弟
・
東
作
と
協
力
し
て
一
族
に
種
痘

を
施
す

弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）
40
歳

長
男
・
太
郎
生
ま
れ
る

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
43
歳

◆
佐
賀
藩
が
牛
痘
を
初
め
て
行
う

嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
）
46
歳

◆
岡
部
均き

ん
ぺ
い平
、
伊い

こ

た

古
田
純じ

ゅ
ん
ど
う道
ら
が
我
が
国
初
の

帝
王
切
開
手
術
を
行
う

安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
52
歳

◆
官
立
の
種
痘
所
が
神
田
に
設
立
さ
れ
る

慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
59
歳

◆
大
政
奉
還

◆
坂
本
龍
馬
暗
殺

◆
王
政
復
古
の
大
号
令

明
治
元
年
（
１
８
６
８
）
62
歳

◆
鳥
羽
伏
見
の
戦
い

太
郎
、
榎
本
武た

け
あ
き揚
率
い
る
幕
府
海
軍
に
入
り
、

箱
館
戦
争
に
加
わ
る

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
64
歳

箱
館
戦
争
の
囚し

ゅ
う
と徒

た
ち
赦し

ゃ
め
ん免

さ
れ
、
太
郎
東
京

に
帰
る

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
65
歳

太
郎
、
岩
倉
具と

も
み視

の
米
欧
渡
航
に
外
務
書
記
官

と
し
て
随
行
す
る

明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
66
歳

６
月
29
日
、
文
澤
、
病
気
の
た
め
死
去
、
四
谷

大
木
戸
の
理
性
寺
に
埋
葬
さ
れ
る

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
15
年

◆
権
田
直
助
（
79
歳
）
没
す
る

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
17
年

弟
・
東
作
（
80
歳
）
没
す
る

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
52
年

太
郎
（
78
歳
）
没
す
る

昭
和
15
年
（
１
９
４
０
）

　
　
　
　
　
　
　

没
後
68
年

埼
玉
史
談
（
第
12
巻
・
第
２
号
）
に
初
め
て
文

澤
の
研
究
が
発
表
さ
れ
る

◆
安
藤
家
以
外
の
世
の
動
き

　

当
時
、
天
然
痘
は
死
に
至
る
病
と
し
て
民
衆

に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
難
病
で
し
た
。
そ
の
天
然

痘
を
予
防
す
る
た
め
行
わ
れ
て
い
た
の
が
種
痘

で
す
。
種
痘
法
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
18

世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
普
及
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
嘉
永

２
年
（
１
８
４
９
）
に
佐
賀
藩
の
医
師
と
オ
ラ

ン
ダ
人
医
師
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
日
本
全
国

に
種
痘
が
普
及
し
始
め
た
と
史
実
は
伝
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
文
澤
は
、
そ
の
４
年
前
に
は

地
域
に
種
痘
を
行
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
埋
葬
さ
れ
た
理り
し
ょ
う性

寺じ

の
案
内
板
に
は
「
種
痘
の
創
始
者
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

↑文澤生家は阿諏訪村仁谷地区にあった（昭和初期撮影）
丸印が文澤の家

↑現在は文澤生誕の地として、屋敷跡に解説表示板
が立てられている。

同
時
期
に
生
き
た
郷
土
の
偉
人

　

同
時
期
を
生
き
た
権
田
直
助
が
日
本
古
来
の

医
術
・
古
医
道
を
極
め
た
の
に
対
し
、
海
外
渡

来
の
西
洋
医
学
の
道
を
選
択
し
た
文
澤
。
二
人

の
間
で
、
医
学
に
対
す
る
議
論
が
あ
っ
た
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
隣
村
２
歳
違
い
と

な
れ
ば
、
顔
見
知
り
の
仲
で
あ
っ
た
こ
と
は
想

像
で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
も
幼
年
期
よ
り
漢
学
や

書
を
学
び
教
養
を
身
に
着
け
た
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
毛
呂
山
町
を
代
表
す
る
俳
人
・
川
村
碩
布

の
俳は
い
て
い弟

で
あ
っ
た
文
澤
は
文
化
人
と
し
て
の
顔

も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
種
痘
と
は
↓
天
然
痘
の
予
防
接
種
の
こ
と
で
あ
る
。

ワ
ク
チ
ン
を
Ｙ
字
型
の
器
具
（
二
又
針
）
に
付
着
さ

せ
て
人
の
上
腕
部
に
刺
し
、
円
形
の
傷
を
付
け
て

皮
下
に
接
種
す
る
。
現
在
、
天
然
痘
ウ
イ
ル
ス
は

自
然
界
に
存
在
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

１
９
７
６
年
か
ら
日
本
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

特集・蘭方医『安藤文澤』
Moroyama人物伝
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安
藤
文
澤
は
、文
化
４
年
（
１
８
０
７
）

入
間
郡
阿
諏
訪
村
の
名な
ぬ
し主

を
務
め
る
安
藤

恒つ
ね
は
ち八
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
少

年
期
よ
り
漢
学
を
学
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
当
時
の
知
識
人
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
俳
諧
に
も
強
い
関
心
を
示
し
て

い
ま
す
。
文
政
７
年
（
１
８
２
４
）、
俳

諧
の
宗そ
う
し
ょ
う匠

と
し
て
江
戸
に
春
秋
庵
を
開
い

て
い
た
川
村
碩せ
き
ふ布

が
編
集
し
た『
春
秋
稿
』

に
称

し
ょ
う
し
ょ
う々

と
い
う
俳
号
で
句
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
18
歳
の
若
さ
で
俳
諧
の
世
界
に
没
頭

し
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
、
父
・
恒
八

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
澤
が
建
て
た
恒
八

の
墓
石
の
右
側
面
に
、

『
月
の
跡 

慕
ふ
て
飛
ぶ
や 

ほ
と
と
ぎ
す

　
　

八
十
三
恒
翁
』
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
理
解
で
き
ま
す
。

　

そ
の
こ
ろ
、
医
師
を
志
し
た
文
澤
は
、

番ば
ん
し
ょ
う匠
村
（
現
と
き
が
わ
町
番
匠
）
の
蘭
方

医
小
室
元げ
ん
ち
ょ
う長

に
入
門
し
て
い
ま
す
。
医
学

を
志
す
に
至
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
元
長
も
熱
心
な
俳
諧
愛
好

者
で
、
川
村
碩
布
の
門
下
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
社
交
と
情
報
交
換
を

兼
ね
た
文
学
サ
ロ
ン
を
通
し
て
、
医
学
の

世
界
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

■
若
き
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

血
気
盛
ん
な
若
き
日
の
文
澤
に
か
か
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
阿
諏
訪
の
上
村

七
郎
さ
ん
（
故
人
）
が
昭
和
52
年
の
新
聞

社
の
取
材
に
対
し
て
、
親
か
ら
聞
か
さ
れ

た
文
澤
の
逸
話
と
し
て
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
ま
す
。「
文
澤
さ
ん
は
な
、
隣
の
家

の
娘
を
い
い
な
ず
け
に
し
て
い
た
ん
だ
が

ヨ
。
と
こ
ろ
が
、
若
い
も
ん
で
本
庄
の
遊ゆ
う

郭か
く

に
通
い
、
そ
こ
で
士
族
あ
が
り
と
い
う

遊
女
と
す
っ
か
り
な
じ
み
に
な
り
、
つ
い

に
は
別
れ
ら
れ
な
く
て
嫁
に
し
た
ん
だ
。

も
ち
ろ
ん
い
い
な
ず
け
の
方
は
破
談
だ

ネ
」。
文
澤
は
、
遊
び
人
気き
し
つ質

で
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、一
方
で
は
義ぎ
き
ょ
う
し
ん

侠
心
が
強
く
、

開
明
的
な
自
由
主
義
者
で
、
当
時
の
常
識

か
ら
は
か
け
離
れ
た
考
え
を
持
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

■
強
制
種
痘
を
地
域
に
普
及

　

さ
ら
に
文
澤
は
、
研け
ん
さ
ん鑽

を
積
む
た
め
、

有
名
な
蘭
方
医
を
歴
訪
し
、
江
戸
四
谷
に

開
業
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
名

声
は
鳥
羽
藩
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
天

保
元
年
（
１
８
３
０
）
23
歳
の
若
さ
で
江

戸
藩
邸
詰
侍じ

い医
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
ま

し
た
。
入
門
者
も
相
次
ぎ
、
そ
の
な
か
に

は
後
に
御
茶
ノ
水
に
順
天
堂
病
院
（
現

順
天
堂
大
学
附
属
病
院
）
を
開
く
佐
藤

尚し
ょ
う
ち
ゅ
う

中
な
ど
、
近
代
医
学
史
に
そ
の
名
が
輝

く
人
物
も
い
ま
し
た
。

　

文
澤
の
業
績
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、

種
痘
の
普
及
に
あ
り
ま
す
。
当
時
、
天

然
痘
は
死
に
至
る
病
と
し
て
、
民
衆
か

ら
恐
れ
ら
れ
る
難
病
の
一
つ
で
し
た
。

１
７
９
６
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
師
ジ
ェ
ン

ナ
ー
が
牛
種
痘
法
を
発
見
し
て
か
ら
ほ
ぼ

半
世
紀
後
の
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）、

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
牛
種
痘
接

種
法
は
、
そ
の
予
防
法
と
し
て
蘭
方
医
の

←阿諏訪絵図（元禄期）
安藤一族が在住していた時期のもの
（阿諏訪区有文書）

←文澤両親の墓（町指定文化財）
墓の側面に『月の跡 慕ふて飛ぶや 
ほととぎす　八十三恒翁』と刻まれ
ている

→阿諏訪村宗
しゅうもんにんべつちょう

門人別帳（文久３年）
文澤の父・恒八が、文久３年５月
に亡くなったことが記されている
（阿諏訪区有文書）

強
制
種し
ゅ
と
う痘

に
力
を
注
い
だ
生
涯

4広報もろやま  10月１日号



注
目
を
浴
び
、
安
政
５
年(

１
８
５
８
）

幕
府
を
し
て
官
立
の
種
痘
所
を
設
置
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
よ
う
や
く
種
痘
が
広
く

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
衆

の
な
か
に
は
西
洋
の
魔
術
な
ど
と
言
い
一

向
に
信
用
し
な
い
も
の
も
多
く
、
種
痘
の

実
施
は
容
易
で
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
牛
の
体
内
に
巣
食
う
天
然
痘
菌
を

人
体
に
注
射
す
る
方
法
は
、
免
疫
学
が
定

着
し
て
い
る
現
在
で
は
容
易
に
理
解
で
き

ま
す
が
、
当
時
、
そ
の
仕
組
み
を
理
解
す

る
ま
で
の
苦
労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
文
澤

は
意
を
決
し
て
身
内
や
近
親
を
説
い
て
種

痘
を
強
行
。
や
が
て
次
第
に
成
果
も
上

が
っ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
文
澤
を
は
じ
め
と
す
る
蘭
方
医
の
努

力
は
功
を
奏
し
、
法
律
を
も
っ
て
種
痘
を

実
施
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

天
然
痘
は
１
９
７
６
年
に
撲
滅
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
強
制
種
痘
は
文
澤
が
最
初
で
は
…

　

こ
ん
に
ち
、
文
澤
を
評
し
て
種
痘
の
創

始
者
（
開
祖
）
と
称
し
功
績
を
追つ
い
ぼ慕

し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
種
痘
は
日
本
各
地
か

ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
だ
れ
が
一
番
最
初

に
種
痘
を
成
功
さ
せ
た
の
か
、
厳
密
に
特

定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
史
実
で
は
『
嘉

永
２
年
（
１
８
４
９
）
に
佐
賀
藩
の
医

師
・
楢な
ら
ば
や
し
そ
う
け
ん

林
宗
健
と
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
人
医

師
オ
ッ
ト
ー
・
モ
ー
ニ
ッ
ケ
が
種
痘
を
実

施
し
、
よ
う
や
く
日
本
全
国
に
種
痘
が
普

及
し
始
め
る
』
と
あ
り
ま
す
。
正
確
な
記

録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
証
明
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
が
、
弘
化
年

間
（
１
８
４
４
〜
１
８
４
７
）
に
文
澤
が

実
弟
と
協
力
し
、
一
族
に
種
痘
を
施
し
た

と
い
う
こ
と
が
、
師
で
あ
る
小
室
元
長
に

宛
て
た
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
埼
玉
県
地
方
に
お
け
る
草

創
期
の
種
痘
施
術
は
文
澤
最
大
の
功
績
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

種
痘
と
い
う
画
期
的
な
治
療
法
を
地
域

の
医
療
に
導
入
し
、
そ
の
啓
蒙
に
努
め
た

文
澤
は
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
66
歳

で
没
し
、
医
院
を
開
業
し
た
四
谷
大
木
戸

に
ほ
ど
近
い
日
蓮
宗
理り
し
ょ
う
じ

性
寺
に
葬

ほ
う
む

ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
寺
は
杉
並
区
西
永

福
に
移
転
、
墓
も
現
在
の
地
に
改
葬
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
山
門
の
著ち
ょ
め
い
び
ょ
う
ぼ

名
廟
墓
の
案
内

板
に
は
「
種
痘
の
創
始
者
、
安
藤
文
卓
の

墓
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
文
卓
」

こ
そ
、
毛
呂
山
町
が
生
ん
だ
偉
大
な
蘭
方

医
・
安
藤
文
澤
な
の
で
す
。

↑安藤文澤の墓（理性寺）
将棋の駒の形をした珍しい墓である
（東京都杉並区永福町）

←小室元長門人帳（文政８年に入門）
文澤、弟・容

かたたか

敬（東作）の名が記され、さら
に我が国初の帝王切開術を成功させた岡部均
平、伊古田純道の名もある。

↑種痘の創始者と書かれた理性寺
「著名廟墓」の案内板

特集・蘭方医『安藤文澤』
Moroyama人物伝
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安
藤
文
澤
の
軌き

せ
き跡

を
た
ど
る
と
、
様
ざ

ま
な
人
物
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
俳

諧
の
師
で
あ
る
川
村
碩せ
き
ふ布

は
、
郷
土
を
代

表
す
る
俳
人
で
、
武
蔵
野
俳は
い
だ
ん壇

に
大
き
く

貢
献
し
、
生
涯
を
通
じ
て
諸
国
を
歴れ
き
ゆ
う遊

し

各
地
に
逸い
つ
わ話

を
残
し
て
い
ま
す
。文
澤
は
、

鳥
羽
藩
で
藩
医
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
て

も
俳
諧
は
続
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

蘭
方
医
の
師
は
、
番ば
ん
し
ょ
う匠

村
の
小
室
元げ

ん
ち
ょ
う長

で
す
が
、
彼
は
、
産
婦
人
科
医
と
し
て
地

域
医
療
に
力
を
尽
く
し
た
人
物
で
す
。
そ

の
門
下
で
、
我
が
国
初
の
帝
王
切
開
術
を

成
功
さ
せ
た
岡
部
均き
ん
ぺ
い平
、
伊い

こ

た

古
田
純じ

ゅ
ん
ど
う道

は
埼
玉
県
下
の
名
医
と
し
て
そ
の
名
を
残

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
代
医
学
史
に
そ

の
名
を
残
し
た
順
天
堂
を
開
い
た
佐
藤

泰た
い
ぜ
ん然
・
尚

し
ょ
う
ち
ゅ
う
中
と
も
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

佐
藤
尚
中
は
、
文
澤
の
門
弟
で
し
た
が
、

そ
の
才
能
を
見
抜
い
た
文
澤
は
外
科
医
と

し
て
著
名
で
あ
っ
た
佐
藤
泰
然
の
開
く
和

田
塾
で
学
ぶ
こ
と
を
薦す
す

め
、
つ
い
に
は
泰

然
の
養
子
と
な
っ
て
順
天
堂
の
発
展
に
力

を
尽
く
し
た
の
で
す
。

　

身
内
に
も
優
れ
た
人
物
が
い
ま
す
。
弟

の
東
作
は
、
江
戸
に
出
た
兄
の
後
を
継
い

で
家
を
守
り
、
医
を
業
な
り
わ
い

と
し
て
、
兄
と
同

様
に
種
痘
の
普
及
に
尽
力
し
た
人
物
で

す
。
さ
ら
に
長
男
の
太
郎
も
ま
た
、
歴
史

に
名
を
残
し
た
人
物
で
す
。
少
年
時
代
、

漢
学
、
蘭
学
、
英
学
を
学
ん
で
い
ま
す

が
、
当
時
最
先
端
の
学
問
で
あ
っ
た
英
学

の
修
養
は
太
郎
の
生
涯
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
太
郎
は
青
年
期
に
幕

府
海か
い
ぐ
ん軍
操そ

う
れ
ん
じ
ょ

練
所
に
入
り
、
幕
府
の
騎
兵
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
ろ
、
坂
本
龍

馬
と
も
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
、

戊
辰
戦
争
に
お
い
て
は
、
幕
府
軍
と
し
て

戦
い
、
旧
幕
府
艦
隊
に
加
わ
り
宮
古
海
戦

や
箱
館
戦
争
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
獄ご
く

に
つ
な
が
れ
た
身
と
な
り
ま
し

た
が
、
恩お
ん
し
ゃ赦

も
あ
り
、
そ
の
才
能
を
買
わ

れ
、
外
務
書
記
官
と
し
て
岩
倉
具と
も
み視
の
使

節
団
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

外
交
官
と
し
て
活
躍
し
、
晩
年
は
、
日
本

国
民
禁
酒
同
盟
の
初
代
会
長
と
し
て
禁
酒

運
動
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。

安
藤
文
澤
と
そ
の
周
辺
の
人
び
と

↑安藤文澤の長男・太郎
　（1846 ～ 1924）
岩倉具視の随員として使節
団に参加したときのもの（ワ
シントンにて撮影）安藤記
念教会蔵

↑文澤の俳諧の師である川村碩布
（1750 ～ 1843）
圭
けいがく

岳が描いた碩布の肖像

↑文澤の門下で川角村に順生堂病院を建てた小室潜
せんあん

庵（1849 ～ 1926）
写真右の順生堂病院は明治45年に建てられ、昭和初期
まで開業していた。現在は住宅が建っているが、一時期、
町立の保育園が開園していた。

安藤文澤と勝海舟（新毛呂山町史「コラム」より）
文澤は幕末期の幕臣の中心人物、勝海舟や大久保一

いちおう

翁など
と極めて親密な交際をしています。『安藤太郎文集』には勝
海舟邸で文澤が海舟に酒をご馳

ちそ う

走になった話が伝えられて
います。また、ときがわ町の小室家には海舟・一翁の文澤
宛て書簡が現存していますが、そこには海舟がお歳暮とし
て文澤に酒一升を送ったというものであり、文澤は海舟か
らお歳暮を贈られるほどの人物であったのです。

↑安藤文澤宛て勝海舟書簡（一部）
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資料提供（毛呂山町歴史民俗資料館）
P３安藤文澤生家写真／ P４阿諏訪絵
図／P４阿諏訪村宗門人別帳／P６川
村碩布肖像／Ｐ６小室潜庵、順生堂病院
写真／Ｐ６安藤文澤宛て勝海舟書簡

参考文献
毛呂山町史／新毛呂山町史／毛呂山町資
料集【第２集】郷土が生んだ蘭方医『安
藤文澤』／第５回特別展『蘭学事始』／
研究紀要第２号／橿寮碩布と春秋庵をめ
ぐる人々

■
功
績
を
後
世
に
伝
え
て

　

強
制
種
痘
を
普
及
さ
せ
た
最
初
の
人
物

と
し
て
歴
史
に
名
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
鳥
羽
市
で
は
文
澤
が
最

初
で
あ
る
と
主
張
す
る
郷
土
史
家
も
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
正
確
な
記
録
や

文
献
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
も
事
実
で

す
。
歴
史
に
埋
も
れ
て
い
た
感
の
あ
る
文

澤
で
す
が
、
そ
の
業
績
が
世
に
知
れ
渡
っ

た
の
は
、
昭
和
15
年
「
埼
玉
史
談
」
に
研

究
発
表
が
掲
載
さ
れ
て
か
ら
で
す
。

　

安
藤
文
澤
の
郷
里
に
住
む
小
峰
甲か

し

お

子
夫

さ
ん
は
文
澤
の
弟
で
あ
る
東
作
の
子
孫
と

交
流
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
東
作
の

曾ひ
ま
ご孫
に
あ
た
る
子
た
ち
と
は
よ
く
遊
び
ま

し
た
。
で
も
、
そ
ん
な
に
す
ご
い
家
だ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
澤
に
つ
い
て

は
、
大
人
に
な
っ
て
文
献
な
ど
で
知
り
ま

し
た
」
と
、
近
所
で
も
そ
の
偉
業
は
伝
承

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
一
族
で

あ
る
安
藤
泰や
す
よ
し吉

さ
ん
は
、
文
澤
家
跡
地
の

一
部
に
居
を
構
え
て
い
ま
す
が
、
５
軒

あ
っ
た
一
族
も
今
で
は
２
軒
と
な
っ
て
し

ま
い
寂
し
い
限
り
だ
と
い
い
ま
す
。「
文

澤
の
家
は
跡
取
り
が
い
な
く
て
、
絶
え
て

し
ま
っ
て
、
お
墓
も
移
転
し
て
し
ま
っ
た

け
ど
、
た
ま
に
子
孫
と
名
乗
る
か
た
が
、

訪
ね
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
残

念
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

文
澤
の
偉
業
が
地
域
に
あ
ま
り
伝
え
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
郷
土

の
偉
人
と
し
て
多
く
の
人
の
心
に
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
刻
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

↑『阿諏訪いろは詩』に取り上げられた文澤
の句（句：小峰甲子夫さん、絵：大野孝昭さん）

　権田直助と安藤文澤は、郷土の偉人として知ら
れているが、両者は同じ年代を生きた人物である。
２歳文澤が年上で、生家も３キロメートルの距離
しか離れていなかったので、お互い顔見知りの仲
であったと考えられるが、二人をつなぐ明らかな
文献は見つかっていない。同じ医学の道に進みな
がら、対照的な道を歩んでいる。文澤は蘭方医と
して江戸の四谷で開業し名声を得て、鳥羽藩の藩
医となったが、直助は日本古来の医道に目をむけ、
古医道の世界でその名を残している。
　直助は、尊王運動に力をそそぎ、「人の病は小な
り、国の病は大なり、今こそ国の大患を療すべし」
と医業をなげうって幕末の志士として奔

ほんそう

走。その
活躍が認められ、国学者として新政府に採用され
大学校の教官となり中博士に任命されるまでにな
る。
　一方、文澤は強制種痘に心血をそそぎ地域医療
に貢献したが、幕末期、鳥羽藩に身をおいていた
文澤には厳しい結果が待っていた。鳥羽伏見の戦

いのとき、藩主に滔
とうとう

々と弁論し家中を驚嘆させた
との記録があるが、要旨は不明で、朝廷への謝罪
恭順を説いたのか、幕府軍への協力を説いたのか
は分かっていない。そのようななか、息子の太郎
が幕府軍に身を投じ、箱館戦争に加わり敗北、投
獄の身となってしまう。そのころ、文澤は浪々の
身で、まもなくこの世を去っている。
　維新後、直助は新政府に取り入れられたが、急
速に広まった外来文化のまえに、国学が衰退し、
政治の世界から姿を消してしまう。打って変わっ
て、新政府に起用されたのが、文澤の息子太郎で
あった。一時追放の身だったが、語学が堪能であっ
たことが幸いし、外務書記官として登用されたの
である。なお、直助については、後に神道の普及
啓発と国語学の研究に心血をそそぎ、大

お お や ま あ ふ り

山阿夫利
神社の神官を務めたことはよく知られている。
　それにしても、栄枯はすこぶる劇的に両者の立
場を一拠に逆転する関係にあったことは、時流と
はいえ、不思議な関係であったように感じる。

『埼玉史談』第 26巻第１号（昭和 54年４月１日）
小川喜

きない

内氏寄稿文より

特集・蘭方医『安藤文澤』
Moroyama人物伝

安藤文澤と権田直助

7 広報もろやま  10月１日号



わだいの　　　選特
～カメラルポ～

１０周年！　サプライズゲストが登場！
『サマーフェスティバルもろやま』

の野菜を求めて…

『カボチャと新鮮野菜の朝市』

　８月 10 日、役場駐車場と武州長瀬駅前広場で開
かれた『カボチャと新鮮野菜の朝市』には、早朝に
も関わらず多くの人が集まりました。

　８月 24 日、『サマーフェスティバルも
ろやま』が開催され、第１部の民謡・よ
さこいまつり、第２部の花火大会ともに
たくさんの人が集まり、毛呂山の夏の風
物詩を楽しみました。
　第２部の打上げ式には、世界水泳金メ
ダリストの瀬

せ と

戸大
だ い や

也選手がサプライズゲ
ストとして登場し、会場の熱気は最高潮！

金メダル獲得の報告をした瀬戸選手に、
会場に集まった約６千人の観客から歓声
と「ダイヤ」コールが巻き起こりました。

いで潜
もぐ

って捕って…美味し～い！

『第４回海の子体験クラブ2013』

　８月 25 ～ 27 日、毛呂山町子ども会育成会連絡
協議会主催の『海の子体験クラブ』が行われ、静岡
県伊東市で海の遊びや海の幸を楽しみました。

キドキ♪工場に潜入！

国大会出場おめでとう！

『夏休み子ども体験教室』

埼玉平成高校ゴルフ部表敬訪問

　８月８日、９日に中央公民館主催の『子ども体験
教室』が行われ、８日は無洗米工場（坂戸市）、９
日はお菓子工場（狭山市）を見学しました。

　９月３日、埼玉平成高校のゴルフ部の皆さんが表
敬訪問に訪れ、８月７～ 11 日に行われた全国高等学
校ゴルフ選手権大会に出場したことを報告しました。

ド

全泳

旬

祝

8広報もろやま  10月１日号



興への「絆」、地域の強さ

『夏休み・被災地応援ツアー』

を離れて自然を満喫！
『もろっこキャンプ 2013』

習の成果を披露！
『第 43回芸能発表会』

　８月 23 日から２泊３日で青少年相談員主催の『も
ろっこキャンプ』が行われました。木の村キャンプ場（と
きがわ町）で自炊や自然の中での遊びを楽しみました。

　８月 20 日に行わ

れた、東公民館主催

の夏休み子ども体験

教室では、鳩山町の

『JAXA 地球観測セ

ンター』を訪れ、「宇

宙から地球を見てみ

よ う！ 」 を テ ー マ

に、施設を見学しま

した。

　９月１日、ウィズもろやまホールで『第 43 回芸
能発表会』が開かれ、舞踊、チアダンス、楽器の演
奏など様ざまなジャンルの参加者が集まりました。

　８月 24 日に行われた『夏休み被災地応援ツアー』
では、70 人を超える参加者が、福島県いわき市の

「アクアマリンふくしま」と「いわき石炭・化石館」
を訪れました。東日本大震災で被災した「アクア
マリンふくしま」の復
興への道のりを学習し、
見学や買い物をとおし
ていわき市の復興や地
域の人びとの強さを体
感しました。

しも」に備えよう！
『消防施設等見学会』

　８月 22 日の『消防施設等見学会』では防災学習セン
ター（鴻巣市）と環境科学国際センター（加須市）を訪れ、
消火や暴風雨などの体験をとおして楽しく学習しました。

宙から地球を見る！？

『夏休み子ども体験教室』

練

宇

「も

家

復
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介
護
保
険
の
財
源

介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
②

　

40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保
険
料

は
、
国
や
自
治
体
の
負
担
金
な
ど
と
と
も
に
、

介
護
保
険
を
健
全
に
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な

財
源
と
な
り
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご

と
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用
を
再
計
算
し
て

決
め
ら
れ
ま
す
。

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算
定
方
式
を
基

本
と
し
て
決
ま
り
ま
す
。
医
療
保
険
者
が
医
療

分
と
介
護
分
の
費
用
を
徴
収
し
ま
す
。
医
療
保

険
者
が
徴
収
し
た
介
護
分
の
保
険
料
が
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
基
金
と
い
う
団
体
に
集
め
ら

れ
、
介
護
に
要
し
た
費
用
に
応
じ
て
計
算
さ
れ

た
金
額
が
各
市
町
村
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、
市
町
村
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
ま
か
な
え
る
よ
う
算
出
さ

れ
た
「
基
準
額
」
を
基
に
決
定
さ
れ
、
所
得
に

応
じ
て
所
得
段
階
が
変
わ
り
ま
す
。

介護保険 高齢者の暮らしを社会
みんなで支える仕組み

　

竹
は
、
大
昔
か
ら
人
び
と
の
生
活
の
な

か
で
利
用
さ
れ
て
き
た
身
近
な
も
の
で
す
。

加
工
さ
れ
た
竹
は
、
壁か
べ
ざ
い材

や
傘か

さ

、
提ち

ょ
う
ち
ん灯、

ざ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
場
面
で
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

竹
を
編あ

む
技
術
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ

と
は
、
発は
っ
く
つ掘

調ち
ょ
う
さ査

か
ら
も
わ
か
っ
て
お

り
、
竹
を
互
い
違
い
に
編
み
こ
ん
だ
網あ
じ
ろ代

の
一
部
が
縄じ
ょ
う
も
ん文時
代
の
遺い

せ
き跡
か
ら
出
土
し

て
い
ま
す
。
毛
呂
山
町
で
も
松ま
つ

の
外そ

と

遺
跡

（
西
戸
）
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
裏
底
に
、

網
代
の
痕こ
ん
せ
き跡
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

明
治
時
代
以
降
、
埼
玉
県
内
各
地
で
竹

細
工
が
行
わ
れ
て
お
り
、
大
小
の
籠か
ご

、
野

菜
な
ど
の
収
穫
に
用
い
る
メ
カ
イ
籠
、
養よ
う

蚕さ
ん

用
の
蚕か

い
こ

籠か
ご

な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

毛
呂
山
町
で
も
太
平
洋
戦
争
以
前
の
昭

和
10
年
代
か
ら
20
年
ご
ろ
の
統と
う
せ
い制

経
済
時

代
に
結
成
さ
れ
た
「
埼
玉
県
竹
工
製
品
組

合
連
合
会
」
の
名
簿
に
８
人
、「
埼
玉
県

竹
製
品
工
業
協
同
組
合
」
の
資
料
で
は
長

メカイを作る故平野一三さんメカイを作る故平野一三さん

瀬
、
前
久
保
、
毛
呂
本
郷
、
阿
諏
訪
、
西

戸
、
大
類
、
市
場
で
１
人
ず
つ
職
人
が
い

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
40

年
ご
ろ
ま
で
地
元
の
職
人
が
活
躍
し
て
い

ま
し
た
が
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
竹

製
品
の
需
要
が
減
り
、
や
が
て
職
人
の
後こ
う

継け
い

も
途と

だ絶
え
ま
し
た
。
昭
和
60
年
ご
ろ
ま

で
小
川
町
の
竹
沢
な
ど
か
ら
バ
イ
ク
や
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
籠
を
積
み
、
籠
屋
が
行
商
に

来
て
い
ま
し
た
。

　

籠
な
ど
の
竹
製
品
は
、
農
家
の
注
文
に

応
じ
て
職
人
が
各
家
に
出
張
し
、
用
意
さ

れ
た
材
料
を
使
っ
て
庭
先
な
ど
で
新
調
し

た
り
、
修
理
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
瀬
で
籠
屋
を
営
ん
で
い
た
故
平
野

一い
ち
ぞ
う三

さ
ん
は
、
父
の
松
次
郎
さ
ん
に
つ
い

て
幼
い
こ
ろ
か
ら
竹
細
工
を
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
養
蚕
道
具
の
万ま
ん

年ね
ん

蔟ま
ぶ
しづ

く
り
に
用
い
る
竹
を
割さ

く
仕
事
な
ど

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
学
校
を
卒
業
後
、

飯
能
の
竹
工
場
で
松
次
郎
さ
ん
と
と
も
に

働
き
、
昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で
籠
屋
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
、
地
元
で
メ

カ
イ
作
り
の
講
習
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

か
つ
て
は
生
活
に
密
着
し
た
竹
細
工
で

す
が
、

ぜ
ひ
記

憶
し
て

お
き
た

い
工
芸

技
術
の

一
つ
で

す
。

文化財シリーズ 234

竹細工と籠
か ご や

屋の記憶
毛呂山の職人③

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
料
に
関
す
る
窓
口

役
場
高
齢
者
支
援
課
保
険
料
係

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

内
線
１
５
８
・
１
５
９

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口

毛
呂
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ｔ
２
９
５
―
２
１
１
２

内
線
１
５
６
・
１
５
７

40
歳
〜
64
歳
の
人
の
保
険
料

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

介護保険の財源

第１号被保険者
65歳以上の人

21％

29％
第2号被保険者
40歳～64歳の人

50％
公費（税金）
国　25.0%
県　12.5%
町　12.5％
※在宅の場合
　の内訳

所得段階 保険料年額
第１段階 21,700円
第２段階 26,000円
第３段階（特例） 30,300円
第３段階 32,500円
第４段階（特例） 39,400円
第４段階（基準） 43,400円
第５段階 54,200円
第６段階 65,100円

65歳以上の人の介護保険料

　年金が年額 18 万円以上の
人は原則として、年金からの
天引き（特別徴収）になります。
年金が年額 18 万円未満の人
は納付書（普通徴収）で納め
ます。

×
÷

＝

基準額の決まり方

市町村で必要な介護サービスの総費用

65歳以上の人の負担分21％

市町村に住む65歳以上の人口

毛呂山町の保険料の基準額

４３，４００円（年額）
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☆
☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

PASSP
O☆

  Take 
 Off  ! !

根
岸　

愛　

さ
ん
（
毛
呂
山
町
出
身
）

ど
こ
ま
で
も
高
く
、
夢
を
翼
に
飛
べ
〟

あ
い
ぽ
ん

〝
!!

キ

ラリ
輝いてます！

夢
を
持
ち
続
け
て
い
れ
ば
努
力
次
第
で
叶
う
と
思
う
！

☆☆

☆☆
よ
く
家
族
や
友
だ
ち
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
、
本
気
で
女
優
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
た
の
は
中
学
生
の
と
き
。
当
時
は
と

に
か
く
色
い
ろ
調
べ
ま
し
た
。
ど
う
も
一

度
夢
中
に
な
る
と
そ
の
こ
と
だ
け
に
集
中

し
ち
ゃ
う
タ
イ
プ
な
ん
で
す
」
と
話
す
。

■
夢
は
、
き
っ
と
叶
う

　
「
中
学
生
ま
で
は
、
自
分
が
テ
レ
ビ
に

出
る
人
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
今
で
は
夢
は
持
ち
続
け

て
い
れ
ば
努
力
次
第
で
き
っ
と
叶
う
も
の

だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
力

強
く
語
る
根
岸
さ
ん
。
今
後
の
目
標
は
と

の
問
い
に
「
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
、
そ
し

て
永
く
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
☆
の
一
員
と
し

て
、歌
っ
て
踊
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
グ
ル
ー
プ
へ
の
強
い

思
い
を
感
じ
る
。

　
「
今
後
は
、
バ
ン
ド
形
式
で
フ
ラ
イ
ト

（
ラ
イ
ブ
）
を
し
て
み
た
い
。
も
ち
ろ
ん

夢
は
女
優
さ
ん
。
女
優
の
仕
事
も
ど
ん
ど

ん
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
夢
は
語
り
つ
く

せ
な
い
。『
夢
は
叶
う
』。
こ
の
言
葉
を
胸

に
、
自
ら
の
夢
を
翼
に
変
え
て
、
ど
こ
ま

で
も
高
く
、
高
く
飛
ん
で
も
ら
い
た
い
。

☆

☆☆
で
す
」と
照
れ
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
行
き
着
く
ま
で
に
は
相

当
な
苦
労
が
あ
っ
た
。「
女
優
志
望
で
事

務
所
に
入
っ
た
の
で
、
歌
も
ダ
ン
ス
も
未

経
験
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
し
ゃ
べ
る
こ
と

も
全
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。
し
か
し
、

元
々
負
け
ず
嫌
い
の
性
格
。
ア
イ
ド
ル
デ

ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
歌

に
ダ
ン
ス
に
と
猛
特
訓
を
積
み
重
ね
た
。

■
小
さ
な
こ
ろ
の
夢

　

現
在
、
ア
イ
ド
ル
と
し
て
活
躍
す
る
根

岸
さ
ん
で
あ
る
が
、小
さ
な
こ
ろ
か
ら「
女

優
に
な
り
た
い
」
と
い
う
夢
を
抱
い
て
い

た
。お
遊
戯
会
な
ど
で
は
い
つ
も
真
ん
中
。

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
演
じ
る
こ
と
が
大
好
き

だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
で
も
小
さ
な
こ
ろ
は
、
意
外
と
普
通

の
女
の
子
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
毛
呂
山
町

は
、
自
然
が
多
く
あ
る
の
で
、
か
く
れ
ん

ぼ
と
か
、
鬼

ご
っ
こ
と
か

で
遊
ん
で
ま

し
た
。
あ
と

ゲ
ー
ム
が
大

好
き
な
の
で
、

☆☆
☆☆

■
ア
イ
ド
ル
デ
ビ
ュ
ー

　
『
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
☆
』
の
結
成
は
、

２
０
０
９
年
11
月
。
当
初
、
思
う
よ
う
に

曲
は
ヒ
ッ
ト
せ
ず
、
し
ば
ら
く
は
、
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
。
転

機
に
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
１
年
５
月
。

メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
曲
が
オ
リ
コ
ン
で
１

位
を
獲
得
し
た
の
だ
。

　
「
い
き
な
り
１
位
を
獲
っ
た
の
で
、ビ
ッ

ク
リ
で
し
た
！　

そ
れ
か
ら
、
徐
々
に

お
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

フライトでの根岸さん

根岸　愛　さん

職業 ：アイドル
年齢 ：21歳
愛称 ：あいぽん
　2009年「PASSPO☆」のキャ
プテン（リーダーのこと）と
してデビュー。現在、フライ
ト（ライブのこと）を中心に
テレビやラジオでも活躍中。

ＰＡＳＳＰＯ☆（ぱすぽ）

　９人組ガールズロックユニット。
　2009年11月デビュー。「空と旅」
をコンセプトとして活動している。
ＰＡＳＳＰＯ☆自身がキャビンア
テンダントになりきり、ライブを
「フライト」。メンバーを「クルー」。
リーダーを「キャプテン」。副リー
ダーを「チーフパーサー」。ファン
を「パッセンジャー」と呼ぶ。本
格的なロックと激しいダンスが持
ち味のグループである。

NegishiAi
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休日納税相談窓口　10月27日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
場・問　税務課納税係ｔ内線193・194

毎月末の日曜日は納税相談・
納入窓口を開設しています

休日納入窓口　　　10月27日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時
内容　保険料の納入、口座振替の申込み
（通帳と銀行届出印が必要）、納入相談
場・問　高齢者支援課保険料係
　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
介護保険料

電子申請用ＱＲコード

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

　

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
「
用

途
地
域
」
お
よ
び
「
地
区
計
画
」

の
変
更
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
法

第
17
条
に
基
づ
く
都
市
計
画
案
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

◆
都
市
計
画
案
の
縦
覧

縦
覧
内
容　
「
毛
呂
山
・
越
生
都

市
計
画　

用
途
地
域
」
お
よ
び

「
毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画　

地
区
計
画
」
の
変
更
案
（
鳩
山

町
決
定
）

縦
覧
期
間　

10
月
４
日
金
〜
18
日

金
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所　

毛
呂
山
町
役
場
ま
ち

づ
く
り
整
備
課
、
越
生
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
整
備
課
、
鳩
山
町

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

◆
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出

対　

毛
呂
山
町
、
越
生
町
お
よ
び

鳩
山
町
の
住
民
お
よ
び
利
害
関

係
人

提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

提
出
期
限　

10
月
25
日
金
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
期
日
必
着
）

提
出
先　

鳩
山
町
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
〒
３
５
０
―
０
３
９
２

所
在
地
記
入
不
要
）

問　

鳩
山
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
ｔ
２
９
６
―
１
２
１
１
内

線
１
２
４

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら

れ
た
方
が
た
の
追
悼
と
、
平
和
を

祈
念
し
、
式
典
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
参
列
を
希
望
さ
れ
る
人

に
は
、
献
花
を
お
願
い
す
る
予
定

で
す
。

日　

10
月
22
日
火
午
前
10
時
か
ら

場　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘

脇
忠
霊
塔
前

※
参
列
す
る
服
装
は
、
平
服
で
差

し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

申
・
問　

参
列
を
希
望
す
る
人
は

10
月
11
日
金
ま
で
に
、
役
場
福

祉
課
地
域
福
祉
係
☎
内
線
１
１

１
・
１
１
２
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
「
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」

の
一
環
と
し
て
建
築
に
関
す
る
法

令
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　

10
月
15
日
火
午
後
２
時
〜
４
時

場　

日
高
市
文
化
体
育
館
「
ひ
だ

か
ア
リ
ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

（
日
高
市
大
字
南
平
沢
１
０
１

０
番
地
）

内
容　

消
防
法
に
つ
い
て
、
住
宅

の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

日
高
市
の
耐
震
関
係
補
助
金
に

つ
い
て
、
定
期
報
告
制
度
に
つ

い
て
（
あ
わ
せ
て
木
造
住
宅
の

無
料
耐
震
診
断
や
無
料
の
建
築

相
談
も
実
施
し
ま
す
）

問　

役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
開

　

発
建
築
係
ｔ
内
線
１
４
４
・
１

４
５
ま
た
は
川
越
建
築
安
全
セ

ン
タ
ー
ｔ
２
４
３
―
２
１
０
２

　

10
月
21
日
月
か
ら
27
日
日
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

知
ら

お

せ

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
の

変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

建
築
に
関
す
る
法
令
な
ど

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ご
存
知
で
す
か

「
行
政
相
談
週
間
」

■図書館 ｔ (295)1015
■中央公民館 ｔ (294)1250
■東公民館 ｔ (295)2277
■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282
 ｆ (295)8297
■総合公園体育館 ｔ (294)7179
■ウィズもろやま、社会福祉協議会
 ｔ (295)3111
 ｆ (295)7258
■保健センター ｔ (294)5511

日 ･････ 日　時　　　場 ･････ 場　所
定 ･････ 定　員　　　対 ･････ 対象者
料 ･････ 料金・費用
申 ･････ 申込み　　　問 ･････ 問合せ先
ｔ ･････ 電話番号　　ｆ ･････ ファクス番号
ｅ ･････ 電子メールアドレス
ｈ ･････ ホームページアドレス

公共施設電話案内

INFORMATION

インフォメーション

毛
呂
山
町
戦
没
者
追
悼
式

※
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上
記
の
ア
ド
レ
ス
に
パ
ソ
コ
ン

か
ら
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
も
ら

え
れ
ば
、
関
東
信
越
国
税
局
か
ら

平
成
25
年
分
確
定
申
告
の
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
利
用
に
向
け
た
情
報
を
平
成

25
年
10
月
か
ら
毎
月
１
回
メ
ー
ル

に
よ
り
配
信
し
ま
す
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
自
動
応
答
音
声
に
よ
る
案
内
が

あ
り
ま
す
の
で
、「
２
」
番
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

川
越
税
務
署
ｔ
２
３
５
―
９

４
１
１

の
点
検
作
業
、
電
話
の
斡
旋
な
ど

は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

不
審
に
思
わ
れ
た
人
は
、
身
分

証
明
書
の
提
示
を
求
め
た
り
、
水

道
課
へ
問
合
せ
た
り
す
る
な
ど
、

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
水
道
課
業
務
係
ｔ
内
線

１
６
１

日　

10
月
25
日
金
午
後
７
時
30
分

か
ら

場　

東
公
民
館
会
議
室

　

こ
の
週
間
中
は
、
行
政
相
談
制

度
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
様
ざ
ま
な
行
事

を
全
国
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毛
呂
山
町
で
も
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日　

10
月
21
日
月
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

場　

役
場
２
０
４
会
議
室

相
談
内
容　

福
祉
、
道
路
、
医
療
、

保
険
、
年
金
、
郵
便
な
ど

※
こ
の
ほ
か
に
も
、
毎
月
第
２
木

曜
日
に
役
場
会
議
室
で
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

問　

役
場
総
務
課
自
治
振
興
係
ｔ

内
線
３
１
３

　

最
近
、
町
水
道
課
の
職
員
を

装
っ
た
り
、
水
道
課
か
ら
の
指
示

の
よ
う
な
対
応
で
浄
水
器
な
ど
を

売
り
つ
け
た
り
す
る
悪
質
な
訪
問

販
売
や
強
引
に
給
水
管
の
洗
浄
作

業
を
行
い
、
高
額
な
作
業
代
金
を

請
求
す
る
な
ど
の
悪
質
な
業
者
も

い
る
よ
う
で
す
。

　

町
水
道
課
で
は
、
量
水
器
の
定

期
交
換
で
お
う
か
が
い
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
浄

水
器
な
ど
の
訪
問
販
売
や
給
水
管

※
保
育
室
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

問　

岩
井
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク

ラ
ブ
ｔ
２
９
５
―
１
０
８
２
、

泉
野
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ

ブ
ｔ
２
９
５
―
５
６
３
２
、
川

角
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

ｔ
２
９
５
―
５
０
８
４

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
ｅ
―
Ｔ

ａ
ｘ
情
報
の
メ
ー
ル
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

ｅe
-ta
xin
fo
@
ka
t.n
ta
.g
o
.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録

を
し
ま
せ
ん
か
？

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

平
成
26
年
度
入
所
説
明
会

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

悪
徳
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

日にち11月３日（祝）
時　間　朝

あさ

　的
まとう

　午前９時から（30分程度）

　　　　夕
ゆう

　的
まとう

　午後２時 30分ごろ～５時ごろ

場　所　出雲伊波比神社

　出雲伊波比神社の流鏑馬は、地域
が安らかであるよう願う地域のお祭
りで、９５０年の伝統を受け継いで
います。11 月３日に至るまで、様
ざまな行事が行われ、本祭りの夕的
では、町内の小 ･中学生のなかから
選ばれた乗り子が、矢

やまとう

的、センス、
ノロシなど、様ざまな馬上芸を披露
し、祭りのクライマックスを迎えま
す。勇壮な馬上芸をご覧ください。

県指定無形民俗文化財

出
い ず も

雲伊
い わ い

波比神
じんじゃ

社の流
や ぶ さ め

鏑馬

　町民の皆さんが丹精込めて育てた菊が見事に咲き競います。
流鏑馬祭りと一緒にぜひご鑑賞ください。
期　日　11 月２日（土）～４日（振休）
　　　　（最終日は午前中のみ）
場　所　ウィズもろやま駐車場
主　催　毛呂山菊花会

問　毛呂山菊花会会長大山ｔ（294）0684
　　教育委員会生涯学習課ｔ（295）2112 内線 521・522

第 42回　毛呂山菊花展覧会
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ど
彩
の
国
文
化
の
森
連
絡
協
議
会

加
盟
13
館
に
よ
る
展
示
や
イ
ベ
ン

ト
、
ク
イ
ズ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
の

記
念
撮
影
な
ど
。

日　

10
月
27
日
日
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

場　

埼
玉
県
こ
ど
も
動
物
自
然
公

園
（
東
松
山
市
岩
殿
５
５
４
）

入
園
料　

高
校
生
以
上
５
０
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円　

※
駐
車
料
６
０
０
円

【
共
通
事
項
】

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５

―
８
２
８
２

日　

12
月
８
日
日
午
前
９
時
〜
正
午

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

署
定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

申
・
問　

11
月
１
日
金
か
ら
30
日

土
ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５

―
０
１
７
８
に
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

　

園
庭
を
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

日　

11
月
11
日
月
午
前
10
時
〜
11
時

場　

旭
台
保
育
園

内
容　

園
庭
で
の
自
由
遊
び
（
雨

の
三
山
を
巡
り
、
戦
国
武
士
・
毛

呂
氏
ゆ
か
り
の
山
城
や
館
跡
を
訪

ね
ま
す
（
約
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）。

日　

10
月
19
日
土
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

集
合
場
所　

出い
ず
も雲

伊い

わ

い

波
比
神
社

※
車
は
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
駐
車
場
へ

定　

先
着
30
人

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

10
月
17
日
木
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５
―
８

２
８
２
・
ｆ
２
９
５
―
８
２
９

７
へ
申
込
み
（
フ
ァ
ク
ス
可
）

◆
秋
季
指
定
文
化
財
特
別
公
開

『
桂け
い
ぼ
く
じ

木
寺
木も

く
ぞ
う造
伝で

ん

釈し
ゃ
か
に
ょ
ら
い

迦
如
来
坐ざ

ぞ
う像
』

　

県
内
最
古
の
木
彫
仏
と
さ
れ
る

伝
釈
迦
如
来
坐
像
を
公
開
し
ま
す
。

期
間　

10
月
12
日
土
〜
12
月
１
日
日

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

◆
第
８
回
企
画
展
『
行ぎ

ょ
う
き基
が
み
た
風

景
〜
滝
ノ
入
の
歴
史
と
文
化
〜
』

　

桂
木
観
音
堂
の
木
彫
仏
群
を
中

心
に
滝
ノ
入
地
区
の
風
土
を
紹
介

し
ま
す
。

期
間　

10
月
12
日
土
〜
12
月
１
日
日

場　

歴
史
民
俗
資
料
館

◆
第
４
回
文
化
の
森
ま
つ
り

　

毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館
な

日　

12
月
８
日
日
午
前
８
時
〜
午

後
４
時（
受
付
▽
午
前
８
時
〜
、

開
会
式
▽
午
前
８
時
30
分
）

場　

総
合
公
園
体
育
館

持
ち
物　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
飲

み
物
・
昼
食

チ
ー
ム
編
成　

・
地
区
単
位
（
複

数
地
区
合
同
で
の
編
成
も
可
）

ま
た
は
事
業
所
単
位

・ 

同
一
地
区
ま
た
は
事
業
所
か
ら

複
数
チ
ー
ム
の
参
加
も
可

・ 

選
手
の
年
齢
・
性
別
の
構
成

は
、
35
歳
以
上
の
男
子
が
２
〜

５
人
、
25
歳
以
上
の
女
子
が
４

〜
７
人
の
男
女
混
合
９
人
制

申
・
問　

11
月
15
日
金
ま
で
に
教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
毛
呂
山
総
合
公
園
内
）
ｔ
２

９
４
―
７
１
０
１
・
ｆ
２
９
４

―
７
１
０
６
へ
申
込
み

〜
お
宝
発
見
！　

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

＆
楽
し
い
催
し
物
〜

日　

10
月
20
日
日
午
前
９
時
30
分

か
ら

対　

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

『
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』

『
旭
台
保
育
園
』
園
庭
開
放

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

『
第
２
回 

図
書
館
祭
り
』

場　

図
書
館
第
１
駐
車
場
・
館
内

※
雨
天
で
も
行
い
ま
す

内
容　

・「
毎
年
大
好
評
！　

リ

サ
イ
ク
ル
祭
り
」
リ
サ
イ
ク
ル

本
を
無
料
で
お
ひ
と
り
10
冊
ま

で
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

・ 

「
布
お
も
ち
ゃ
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
午
前
10
時
〜
正
午

・ 

「
絵
本
・
紙
芝
居
の
お
は
な
し
会
」

①
午
前
10
時
、
②
午
前
10
時
30
分

・ 

「
図
書
館
探
検
ツ
ア
ー
」
普
段

は
非
公
開
の
閉へ
い
か架

な
ど
を
館
長

が
ご
案
内
し
ま
す
。
①
午
前
10

時
、
②
午
前
10
時
30
分
、
③
午

前
11
時
（
各
回
先
着
５
人
）

・ 

通
常
ど
お
り
の
利
用
も
で
き
ま

す
。

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５
―
１
０
１

５

　

今
年
も
『
国
保
い
き
い
き
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
』を
開
催
し
ま
す
。

健
康
保
持
増
進
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
み
の
わ
だ
湖
ま

つ
り
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

日　

10
月
19
日
土
午
前
９
時
か
ら

受
付
、
午
前
９
時
30
分
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
開
始

※
約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を

歩
き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
自

で
水
分
補
給
な
ど
の
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

集
合
場
所　

み
の
わ
だ
湖
パ
ー
ゴ

ラ
広
場

対　

町
内
に
在
住
の
40
歳
以
上
の
人

※
国
保
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

事
業
に
参
加
さ
れ
て
い
る
人
が
優

先
さ
れ
ま
す
。

定　

先
着
３
０
０
人

申
・
問　

10
月
11
日
金
ま
で
に
役

場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
内
線

１
２
７
・
１
２
８
に
申
込
み

　

相
談
員
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
！　

楽
し
い
遊
び
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
待
っ
て
る
よ
！

日　

11
月
３
日
祝
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

場　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
駐
車
場

内
容　

あ
た
っ
て
ポ
ン
！
、
ク
ラ

フ
ト
な
ど

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

主
催　

毛
呂
山
町
青
少
年
相
談
員

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

　

臥が
り
ゅ
う
さ
ん

龍
山
、
竜り

ゅ
う
が
い
さ
ん

ヶ
谷
山
、
石せ

き
そ
ん
さ
ん

尊
山

『
国
保
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
』
参
加
者
募
集

歴
史
の
道
を
歩
こ
う
『
毛
呂

氏
ゆ
か
り
の
三
山
を
歩
く
』

『
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３
』

歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

参
加

ご

を
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料　

無
料

※
申
込
不
要
。
会
場
に
直
接
お
越

し
下
さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
赤
十
字
奉
仕
団
事

務
局
（
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉

係
内
）
ｔ
内
線
１
１
１
・
１
１
２

日　

10
月
13
日
日
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

場　

坂
戸
市
立
勝す
ぐ
ろ呂

公
民
館
（
坂

戸
市
石
井
１
５
２
６
）

内
容　

盲
導
犬
・
聴
導
犬
の
講
話

と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
な
ど

問　

埼
玉
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

ｔ
０
４
８
―
５
３
６
―
２
４
６
５

専
門
学
校
卒
業
見
込
み
の
人
、

１
〜
３
年
以
内
の
既
卒
者

※
予
約
不
要
、
入
退
場
自
由
、
履

歴
書
複
数
持
参
、
参
加
企
業
一
覧

を
参
加
者
全
員
に
配
布
、
参
加
企

業
名
は
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト（
ｈhttp

://

w
w
w
.ko
ta
ikyo

u
-s
a
ita
m
a
.

n
e
.jp
/

）
参
照

問　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ｔ

０
４
８
―
６
４
７
―
４
１
８
５

　

赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
、
炊
飯

袋
を
使
用
し
た
米
の
炊
き
出
し
訓

練
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

10
月
27
日
日
午
前
10
時
〜
11
時

場　

ふ
れ
あ
い
広
場
会
場
（
ウ
ィ

ズ
も
ろ
や
ま
）

定　

50
人

日　

11
月
10
日
日
午
前
８
時
〜
午

後
１
時

※
商
品
が
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了

と
な
り
ま
す
。

場　

埼
玉
川
越
総
合
地
方
卸
売
市

場
（
川
越
市
大
字
大
袋
６
５
０

番
地
）

内
容　

青
果
物
・
水
産
物
な
ど
の

販
売
、マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
、

マ
グ
ロ
漬
丼
や
海
鮮
丼
の
販

売
、
模
擬
店
多
数
な
ど

問　

川
越
総
合
卸
売
市
場
㈱
ｔ
２

４
０
―
２
２
４
６
、
ｈh

ttp
:

w
w
w
.ka
w
a
sh
ijyo
.c
o
.jp
/

日　

11
月
13
日
水
正
午
〜
午
後
４
時

場　

所
沢
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・

ミ
ュ
ー
ズ　

マ
ー
キ
ー
ホ
ー
ル

内
容　

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん

に
よ
る
講
演
／
演
題
「
国
際
化

と
人
権
」、
チ
ン
ド
ン
発
〜
鬼

才
揃
い
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

出
前
ユ
ニ
ッ
ト
「
ジ
ン
タ
ら
ム

ー
タ
」
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
人
権
作
文
の
朗
読
、
重
松

流
祭ま
つ
り
ば
や
し

囃
子
・
役
鼓
連
に
よ
る
演

奏
な
ど

定　

６
４
１
人

天
時
は
ホ
ー
ル
で
遊
び
ま
す
）

対　

未
就
園
児
の
親
子

問　

旭
台
保
育
園
ｔ
２
９
４
ー
０

８
５
７

日　

10
月
20
日
日
午
前
10
時
〜
午

後
２
時

場　

川
角
学
童
保
育
所

内
容　

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問　

岩
井
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク

ラ
ブ
ｔ
２
９
５
―
１
０
８
２
、

川
角
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ

ブ
ｔ
２
９
５
―
５
０
８
４
、
泉

野
学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

ｔ
２
９
５
―
５
６
３
２

日　

10
月
19
日
土
午
後
１
時
30
分

開
演

場　

越
生
町
中
央
公
民
館
視
聴
覚

ホ
ー
ル
（
越
生
町
越
生
９
１
７

番
地
）

内
容　

式
典
、
防
犯
ポ
ス
タ
ー
表

彰
、
防
犯
教
室
、
警
察
音
楽
隊

演
奏

定　

先
着
２
３
０
人

料　

無
料

問　

西
入
間
地
区
防
犯
協
会
ｔ
２

８
１
―
８
４
８
４

料　

無
料

申　

当
日
先
着
順
に
受
付

※
手
話
通
訳
、
保
育
（
予
約
が
必

要
）
が
あ
り
ま
す
。

※
人
権
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
、
物

産
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

問　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
ｔ

内
線
３
２
１

日　

10
月
５
日
土
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

場　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
地

球
観
測
セ
ン
タ
ー
（
鳩
山
町
大

字
大
橋
字
沼
ノ
上
１
４
０
１
）

内
容　

施
設
設
備
公
開
、
宇
宙
か

ら
見
た
地
球
の
画
像
、
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
職
員
に
よ
る
講
演
会
、
宇
宙

飛
行
士
に
な
っ
て
記
念
撮
影
、

か
さ
袋
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
な
ど

料　

無
料

問　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
地

球
観
測
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
８
―

１
２
０
０

日　

10
月
11
日
金
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３
時

30
分
）

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

４
階
市
民
ホ
ー
ル

対　

平
成
26
年
３
月
大
学
・
短
大
・

『
地
域
安
全
・
暴
力
排
除
推

進
大
会
』

地
球
観
測
セ
ン
タ
ー

『
施
設
一
般
公
開
』

『
第
11
回
入
間
郡
市
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

『
彩
の
国
さ
い
た
ま
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
』

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

『
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
』

『
求
人
企
業
合
同
面
接
会
』

学
童
保
育
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

『
わ
ん
ぱ
く
祭
り
』

開
場
20
周
年
記
念

『
川
越
市
場
ま
つ
り
』

問　社会福祉協議会 ｔ（295）3111

　福祉に対する理解と思いやりの心を育て
てもらうため「ふれあい広場」を行います。
　当日は様ざまな福祉体験のほか、模擬店
やステージ発表などがあります。ぜひお越
しください。

日にち　10月 27日（日）※小雨決行
場　所　ウィズもろやま
時　間　10：00～ 15：00

◎ボランティア募集
　当日ご協力いただけるボランティアを募
集します。興味のある人は社会福祉協議会
までご連絡をお願いします。

第 23回　ふれあい広場
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場　

東
公
民
館
会
議
室

内
容　

声
を
合
わ
せ
て
歌
を
う
た

う
対　

町
内
在
住
・
在
勤
者

定　

先
着
50
人

講
師　

天
野
勤
さ
ん

持
ち
物　

飲
み
物

料　

無
料

主
催　

東
公
民
館

申
・
問　

10
月
８
日
火
午
前
９
時

か
ら
東
公
民
館
ｔ
２
９
５
―
２

２
７
７
ま
で
申
込
み（
電
話
可
）

日　

11
月
16
日
土
午
後
２
時
〜
３

時
内
容　

高
齢
者
の
栄
養
に
つ
い
て

〜
健
康
維
持
の
た
め
の
食
生
活

の
ポ
イ
ン
ト
〜

講
師　

毛
呂
病
院
管
理
栄
養
士

場　

毛
呂
病
院
薫
風
園

対　

介
護
に
興
味
の
あ
る
人
、
知

識
を
身
に
つ
け
た
い
人

※
参
加
の
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
薫

風
園
支
所
ｔ
２
７
６
―
２
０
８
２

　

高
齢
運
転
者
再
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
運
転
技
術

や
運
転
マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
て
み

問　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
ｔ
０
４
８
―
７
１
０
―

５
６
６
６

日　

10
月
19
日
土
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

場　

や
ま
ぶ
き
公
民
館
（
越
生
町

越
生
東
３
―
５
―
２
）

相
談
内
容　

登
記
、
供
託
、
訴
訟

手
続
き
、
調
停
手
続
き
、
簡
裁

訴
訟
代
理
、
成
年
後
見
、
多
重

債
務
な
ど

※
当
日
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
も

相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
土
地
境

界
、
地
目
変
更
な
ど
の
相
談
も
可

能
で
す
。

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
熊
谷
ｔ
２

９
４
―
０
４
９
９

場　

坂
戸
保
健
所

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対　

う
つ
病
で
治
療
中
の
人
の
ご

家
族

定　

先
着
20
人

料　

無
料

申
・
問　

坂
戸
保
健
所
保
健
予
防

推
進
担
当
ｔ
２
８
３
―
７
８
１

５
（
受
付
時
間
▽
祝
祭
日
を
除

く
月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
）

　

大
好
き
だ
っ
た
思
い
出
の
曲
を

歌
う
、
懐
か
し
い
歌
声
喫
茶
の
よ

う
な
講
座
で
す
。

日　

10
月
31
日
木
、
11
月
11
日
月

（
全
２
回
）
午
後
２
時
〜
４
時

　

家
族
に
う
つ
病
の
人
が
い
る
家

族
を
支
え
る
た
め
の
連
続
講
座
で

す
。
う
つ
病
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
家
族
と
し
て
患
者
を
ど
う

支
え
て
ゆ
く
か
を
学
び
、
考
え
合

う
と
と
も
に
、
家
族
の
体
験
や
工

夫
を
お
互
い
に
伝
え
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

ま
せ
ん
か
。
な
お
、
高
齢
者
講
習

制
度
（
70
歳
以
上
の
免
許
更
新
時

で
の
講
習
）
と
は
異
な
り
ま
す
。

日　

10
月
９
日
水
、
23
日
水
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分
（
※
午

後
１
時
15
分
ま
で
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
）

場　

お
ご
せ
自
動
車
学
校

対　

65
歳
以
上
の
人

定　

お
お
む
ね
５
人
〜
10
人

持
ち
物　

運
転
免
許
証

料　

無
料

申
・
問　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

に
、
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防

犯
係
ｔ
内
線
２
１
３
に
申
込
み

（
電
話
可
）

　

埼
玉
県
は
11
月
を
「
い
じ
め
撲

滅
強
調
月
間
」に
制
定
し
ま
し
た
。

　

い
じ
め
に
遭
っ
た
り
、
気
が
付

い
た
り
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談
（
24
時

間
３
６
５
日
対
応
）

◆
子
ど
も
専
用
（
18
歳
以
下
）　

　

０
１
２
０
―
８
６
―
３
１
９
２

◆
保
護
者
専
用　

ｔ
０
４
８
―
５

５
６
―
０
８
７
４

◆
電
子
メ
ー
ル
相
談　

ｅso
u
d

a
n
@
sp
e
c
.e
d
.jp

問　

埼
玉
県
青
少
年
課
ｔ
０
４
８

―
８
３
０
―
２
９
０
５

日　

10
月
12
日
土
午
後
１
時
〜
４

時
（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）

場　

埼
玉
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
４
―
２
―
１
浦
和
高
砂
パ

ー
ク
ハ
ウ
ス
１
階
）

料　

無
料

申　

不
要
。
直
接
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

薫
風
園
『
家
族
介
護
教
室
』

司
法
書
士『
無
料
法
律
相
談
』

『
歌
声
講
座
』

11
月
は
「
い
じ
め
撲
滅
強

調
月
間
」
で
す

『
法
の
日
記
念
無
料
法
律
相

談
会
』

『
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
・

ド
ッ
ク
』

『
平
成
25
年
度
う
つ
病
家
族

教
室
』 び

た

学

い

相
談

ご

を

日にち 内　　容

第１回 10月 16日水

うつ病を理解する～症状と治療、病気
とのつき合い方～
講師／伊澤寛志さん（埼玉県立精神医
療センター精神科医）

第２回 11月   ６日水

家族が理解しておきたいこと～本人へ
の対応について～
講師／菊池礼子さん（埼玉県立精神保
健福祉センター臨床心理士）

第３回 11月 20日水
家族同士の交流・体験談
講師／砂田康雄さん・砂田くにえさん
（うつの家族の会みなと）
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　65歳以上の高齢者で希望する人にインフルエンザ予防接種を実施します。次の事項を確認のうえ、町内の指
定医療機関で接種を受けてください。
期間　10月１日（火）～平成 26年１月 31日（金）
※医療機関によって、実施期間が異なる場合があります。詳しくは各医療機関にお問い合わせください。
対象　毛呂山町に住民登録があり、次のいずれかに該当する人（年齢は接種日現在）
① 65歳以上の人　② 60歳以上 65歳未満で心臓、腎臓、
もしくは呼吸器の機能などに極度の障害のある人（身体
障害者１級程度。事前に医療機関にご相談ください）
接種回数　１回
個人負担額　1,000 円（直接、医療機関にお支払いください）
※生活保護による被保護世帯の人は無料になります。詳
しくは保健センターにお問い合わせください。
接種の受け方　直接指定医療機関に健康保険証などを提
示して申込み（予約）後、説明書と予診票を受け取り、
説明書の予防接種の効果や副反応を十分理解してか
ら、予診票に記入して、接種を受けてください。
※疾

しっぺい

病などの理由により、指定医療機関以外の主治医で
接種を希望する場合は、保健センターにご相談ください。
※かかりつけの人を優先する場合があります。

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

　毛呂山町では、下記の４地区で、毎年 10月に獅子舞が
行われています。獅子舞は、五

ごこく

穀豊
ほうじょう

穣や無
むびょう

病息
そくさい

災を祈願し、
また、人びとの安全や幸福を護る地域信仰として、その土
地ごとに伝えられてきました。舞や衣装は、地域ごとに異
なります。ぜひ、見学に出かけませんか。

各地区の問合せ先（敬称略）
　各地区とも、午前・午後に２～３回の獅子舞が奉納され
ます。詳しくは、下記までお問い合わせください。
　■滝ノ入地区／ｔ（294）1167　青　木
　■葛貫地区／ｔ（276）3008　小久保
　■大類地区／ｔ（294）1439　古　野
　■川角地区／ｔ（294）3690　小　室

毛呂山の獅子舞

10月 13日（日）
■滝ノ入地区（住吉神社）■葛貫地区（住吉四所神社）
■大類地区（十社神社）
10 月 20日（日）
■川角地区（川角八幡神社）

医療機関名 住　所 電　話
埼玉医科大学病院 各科診療　※かかりつけのみ

柴﨑皮膚科医院 中央 4-19-12
※かかりつけのみ （295）6628

長瀬クリニック 川角１３３-６ （295）0708
根岸内科医院 下川原１７１ （295）3959
初野医院 長瀬７１８ （294）7713
ゆずの木台クリニック 中央２-５- ５ （295）5158
毛呂病院 毛呂本郷３８ （276）1496
市川医院 越生町越生９８１ （292）3011
越生メディカルクリニック 越生町黒岩 199-1 （277）1119
かあいファミリークリニック 越生町上野 1025 （299）6222
埼玉・長島クリニック 越生町越生 3-1-14 （292）7227
伊利医院 坂戸市竹之内 199 （281）0431
坂戸西診療所 坂戸市北峰 33 （289）5111
明海大学病院 坂戸市けやき台1-1 （279）2733

問　保健センター　ｔ（294）5511

「高齢者インフルエンザ予防接種」のお知らせ

【指定医療機関】
（いずれも予約制です。また医療機関は変更になることがあります）

　滝ノ入地区のボランティアが、丹精込めて育
てたバラが、10 月の下旬から 11 月の上旬に
かけて秋の見ごろを迎えます。かぐわしいバラ
の香りを楽しみに、皆さんでお越しください。
日にち　10月25日（金）～11月4日（振休）
時　間　午前 9時～午後３時
入園料　無料
場　所　ゆずの里オートキャンプ場西側

※なお、ペットの入場はで
きません。
※最終日（４日）午後から
切り花の販売をします。

「滝ノ入ローズガーデン」
の秋バラを見に来ませんか

問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175
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職
種　

学
校
給
食
の
臨
時
職
員

勤
務
内
容　

①
配
送
助
手
、
②
調

理
員

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
時
間　

①
月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
た
だ
し
１
週
間
に
つ
き
38
時

間
45
分
以
内
）、
②
月
〜
金
曜

日
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
３
時

30
分
（
た
だ
し
１
週
間
に
つ
き

28
時
間
45
分
以
内
）

勤
務
場
所　

毛
呂
山
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー（
目
白
台
４
―
３
―
４
）

賃
金　

①
時
給
８
５
０
円
、
②
時

給
８
０
０
円

勤
務
期
間　

平
成
25
年
11
月
〜
平

成
26
年
３
月

申
・
問　

10
月
16
日
水
ま
で
に
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―
２
２

４
２
へ
提
出

　

東
公
民
館
で
は
、
昔
の
遊
び
の

体
験
と
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た

ち
の
交
流
事
業
と
し
て
「 

ふ
れ

あ
い
東
公
民
館 

〜
昔
の
遊
び
を

や
っ
て
み
よ
う
！
」
を
、
12
月
14

日
土
に
実
施
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
ま
回
し
や
お
手
玉
、
折
り
紙
、

竹
馬
な
ど
の
昔
の
遊
び
を
教
え
て

く
れ
る
人
（
年
齢
な
ど
不
問
）
を

募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人

は
、
事
前
の
話
し
合
い
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

話
し
合
い
の
日
時　

11
月
５
日
火

午
後
１
時
30
分
か
ら

話
し
合
い
の
場
所　

東
公
民
館
会

議
室

問　

東
公
民
館
ｔ
２
９
５
―
２
２

　

７
７

　

地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防

止
普
及
活
動
の
担
い
手
で
あ
る

「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

お
よ
び
環
境
学
習
の
指
導
者
で
あ

る
「
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」・「
環

境
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
」
を
募
集

し
ま
す
。

任
期　

平
成
26
年
４
月
か
ら
２
年
間

応
募
要
件　

そ
れ
ぞ
れ
応
募
要
件

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
募
集
要

項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
埼
玉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い（
ｈh

ttp
://

w
w
w
.p
re
f.s
a
ita
m
a
.lg
.jp
/

p
a
g
e
/o
n
d
a
n
k
a
s
u
is
in
in
.

h
tm
l

）。

申
・
問　

募
集
要
項
を
参
照
の
う

え
、
12
月
２
日
月
ま
で
に
埼
玉

県
温
暖
化
対
策
課
ｔ
０
４
８
―

８
３
０
―
３
０
３
３
へ
申
込
み

　

県
で
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る

意
識
の
醸
じ
ょ
う
せ
い成
お
よ
び
行
動
の
促
進

を
図
る
た
め
、
個
人
、
県
民
団
体

お
よ
び
事
業
者
の
ほ
か
の
模
範
と

な
る
優
れ
た
取
組
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
15
日
金
ま
で

県
民
部
門　

県
内
で
活
動
す
る
県

民
団
体
、
県
内
に
在
住
す
る
個

人
（
個
人
は
要
推
薦
）

※
環
境
保
全
や
環
境
学
習
な
ど
の

活
動
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

事
業
者
部
門　

県
内
に
事
業
所
を

有
す
る
事
業
者

※
環
境
に
関
す
る
社
会
貢
献
活
動

な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

応
募
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
埼
玉
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ｈ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.sa
ita
m
a
.

lg
.jp
/p
a
g
e
/s
a
ita
m
a
-k
a
n

kyo
syo
h
2
5
.h
tm
l

）。

問　

埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
ｔ
０

４
８
―
８
３
０
―
３
０
３
８

『
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨
時

職
員
』
の
募
集

「
昔
の
遊
び
」
を
教
え
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
な
ど
の
募
集

INFORMATION

募
集
し
ま
す

『
第
15
回
さ
い
た
ま
環
境
賞
』

平成 25・26年度入札参加資格審査申請
（建設工事等）の追加受付を行います
　建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理の申請は、
埼玉県電子入札共同システムへの申請となります。毛呂山町
役場への申請ではないので、お間違いのないようご注意くだ
さい。なお、資格の有効期間は、平成 26年１月１日から平
成 27年３月 31日までとなります。

■建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理
受付期間　新規申請　10月１日（火）～ 10月 24日（木）
　　　　　追加申請　10月１日（火）～ 10月 31日（木）
申請方法　郵送（消印有効・持参不可）
　　　　　詳しくは県ホームページをご覧ください。

（ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/site/nyushinkoujitop/）
提出先・問合せ　埼玉県総務部入札審査課
　　　　　ｔ 048（830）5771

■物品・その他
　物品・その他の追加受付は、平成 26年１月号の広報でご
案内します。

職
務
内
容　

毛
呂
山
小
学
校
児
童

の
送
迎

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
所

有
者
（
面
接
時
免
許
証
を
持
参

の
こ
と
）

勤
務
日
数　

月
〜
金
曜
日
（
採
用

　

人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

が
、週
３
日
ま
た
は
４
日
程
度
）

勤
務
時
間　

午
前
７
時
〜
８
時
・

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
学
校
行
事
な
ど
に
よ
り
運
行
時

間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

賃
金　

時
給
９
０
０
円

採
用
期
間　

11
月
１
日
金
〜
平
成

26
年
３
月
31
日
月

選
考
方
法　

面
接
を
実
施
し
選
考

し
ま
す
。

応
募
方
法　

10
月
18
日
金
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
庶

務
係
ｔ
内
線
５
１
０
・
５
１
１

『
学
童
バ
ス
運
転
手
臨
時
職

員
』
の
募
集
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

公共下水道事業整備区域の負担金が
決まりました
問　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合工務・総務担当
　　ｔ（294）9333

　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合で、新たに公
共下水道を整備する区域（毛呂山町大字市場・下川
原・旭台の一部、図面の区域）の下水道事業受益者
負担金の単位負担金（１平方メートルあたりの金額）
が、600 円／㎡と決定しましたので、お知らせし
ます。
　またこの計画によって、公共下水道の整備を順次
実施していきますので、皆さんのご協力をお願いし
ます。
　今後、受益者負担金
制度および下水道工事
方法などの地元説明会
を開催する予定です。

第 20回　『毛呂山町産業まつり』
日　時　11月 16日（土）午前 10時～午後４時

17日（日）午前 10時～午後３時
場　所　毛呂山総合公園（大谷木 443）
内　容　各種イベント、販売など
問合せ
　商工部門：毛呂山町商工会ｔ（294）1545
　農業部門：ＪＡいるま野毛呂山支店
　　　　　　ｔ（294）2033
　そ の 他：毛呂山町産業まつり実行委員会事務局
　　　　　　（役場産業振興課商工観光係内）
　　　　　　ｔ（295）2112 内線 173
※舞台出演を希望す
る団体は、10 月 11
日（金）までに役
場産業振興課ｔ内線
175までお申し込み
ください。なお、応
募多数の場合は抽選
となります。

問　役場子ども課保育係ｔ（295）2112 内線 137・138

平成 26年度　保育園児を募集します

◆町内の保育園（対象年齢は原則０歳～５歳）

※認定こども園は、幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、就学前の子どもに保育・幼児教育を一体的に提供する
施設です（対象年齢は０歳～２歳、３歳～５歳は幼稚園となります）。
●町外の保育園に入園を希望する場合は、希望する市町村に在勤であることなどを条件に該当施設で受け入れ
が可能な場合に限ります。また１年契約となりますので、現在、町外の保育園を利用している人も、新規申し
込みと同様に、毎年申込書などの提出が必要となります。

◆申込書などの配布および受付期間
　10月 15日（火）～ 11月 15日（金）
申込み方法　申込書などの配布および受付は、役場子ども課保育係で行います。
入所基準　児童の保護者が次のいずれかに該当することにより、児童を保育することができないと認められる
場合であって、かつ、同居の親族、その他の人も児童を保育することができないと認められる場合です。
①昼間労働している場合（週４日、１日４時間以上）
②母親の出産前後（産前６週、産後８週の間）
③疾

しっぺい

病にかかり、もしくは負傷、または精神もしくは身体に障害を有している場合
④長期にわたる病人や心身に障害のある人の看病が常時の場合
⑤震災、風水害、火災、その他の災害の復旧にあたっている場合
⑥上記の①～⑤に類する状態にある場合
入所　入所基準により、保育に欠けている状態が高い児童からの入所になります（申込順ではありません）。また、
定員の都合により入所できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。
保育料　入園児と同居している直系親族の人に課税された前年分の所得税、または前年度分の町民税をもとに、
町の定めた階層区分に従って決定されます。

町立保育園（２園） 私立保育園（５園）
旭台保育園 養光保育園 ながせ保育園（※認定こども園）
ゆずの里保育園 あけぼの幼児園 ときわぎ保育園（※認定こども園）

毛呂山みどり保育園
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川
越
都
市
圏
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
（
レ
イ
ン
ボ
ー
協
議
会
）
に
よ

る
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

構
成
市
町
の
ご
当
地
グ
ル
メ
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
勢
揃
い
、
お
笑
い

ラ
イ
ブ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
田
園

戦
士
か
わ
じ
マ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
脚す
ね
お
り折

雨あ
ま
ご
い乞

行ぎ
ょ
う
じ事
保ほ

ぞ
ん
か
い

存
会
に
よ
る
「
ミ
ニ
龍

り
ゅ
う

蛇だ

を
か
つ
ご
う
」
な
ど
も
あ
り
ま
す

の
で
、
家
族
や
友
だ
ち
を
お
誘
い

の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

10
月
12
日
土
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
２
時
30
分（
雨
天
決
行
）

場　

ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

広
場
・
平
面
駐
車
場
（
東
武
東

上
線
若
葉
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

問　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
ｔ

内
線
３
２
１

　

毛
呂
山
美
術
協
会
の
秋
季
展
示

（
油
・
水
彩
・
彫
刻
・
工
芸
・
ち

ぎ
り
絵
・
書
道
）
で
す
。
第
62
回

展
示
会
に
な
り
息
の
長
い
会
で
す
。

日
／
10
月
11
日
金
〜
14
日
祝
午
前

10
時
〜
午
後
８
時
30
分
（
11
日
金

は
午
後
１
時
〜
５
時
、
14
日
祝
は

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）　

場
／

中
央
公
民
館
展
示
室　

料
／
無
料

問
／
ｔ
２
９
４
―
６
５
２
９
古
賀

　

も
ろ
や
ま
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ク
ラ
ブ
は
日
本
語
を
外
国
の
人

に
教
え
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。ま
た
、見
学
も
で
き
ま
す
。

日
／
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
正

午　

場
／
中
央
公
民
館　

会
費
／

２
０
０
０
円
（
入
会
金
な
し
）　

問
／
ｔ
２
９
４
ー
６
３
９
１
小
久
保

　

気
功
太
極
拳(

楊よ
う
め
い
じ

名
時
太
極
拳)

で
は
、毎
月
第
１
〜
４
の
火
曜
日
、

体
験
教
室
を
通
年
を
と
お
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
気
功
は
呼
吸
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
体
の
代
謝
を

活
発
に
し
ま
す
。
練
習
で
は
呼
吸

法
の
鍛
錬
に
詩
吟
を
取
り
入
れ
、

剣
を
使
う
見
せ
る
太
極
拳
も
行
っ

て
い
ま
す
。年
齢
性
別
を
問
わ
ず
、

誰
に
で
も
気
軽
に
で
き
る
健
康
体

操
で
す
。
ご
参
加
歓
迎
し
ま
す
。

日
／
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分

〜
９
時　

場
／
中
央
公
民
館　

持

ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
、
体
育

館
履
き　

問
／
ｔ
２
９
４
―
６
４

０
４
堀
口

　

日
ご
ろ
、
運
動
を
し
て
い
な
い

人
も
、
ほ
か
の
運
動
を
楽
し
ん
で

い
る
人
も
こ
の
秋
か
ら
太
極
拳
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
は
一

番
の
薬
と
い
い
ま
す
が
、
太
極
拳

は
全
身
運
動
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や

筋
力
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
当
ク
ラ

ブ
で
は
年
齢
・
体
力
に
応
じ
て
マ

イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

日
／
10
月
10
日
木
午
前
９
時
〜
11

時　

場
／
中
央
公
民
館　

持
ち
物

／
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
水　

問
／
ｔ

２
９
５
―
２
０
９
７
千
田

　

ご
み
は
宝
だ
。も
っ
た
い
な
い
。

捨
て
な
い
で
。
皆
さ
ん
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
／
10
月
27
日
日
午
後
１
時
〜
４

時
（
雨
天
中
止
）　

場
／
武
州
長

瀬
駅
前
広
場　

内
容
／
行
政
出
前

相
談
所
、
手
作
品
の
販
売
（
な
く

な
り
次
第
終
了
）　

主
催
／
毛
呂

山
ご
み
・
環
境
を
考
え
る
会　

問

／
ｔ
２
９
４
―
４
３
５
９
石
井

　

第
10
回
作
品
展
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
会
員
一
同
、
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
／
11
月
８
日
金
〜
10
日
日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時(

10
日
日
は
午

後
４
時
ま
で)　

場
／
東
公
民
館

問
／
ｔ
２
９
４
―
９
３
８
１
福
田

　

毛
呂
山
町
内
で
写
真
を
愛
好
し

て
い
る
人
た
ち
の
「
親
睦
と
写
真

技
術
の
向
上
を
目
的
」
と
し
て
、

誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る
写
真

展
で
す
。
あ
な
た
の
作
品
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
時
／
平
成
26
年
１
月
17
日

金
〜
19
日
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま

で
）　

場
／
東
公
民
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー　

出
品
資
格
／
町
内
在
住
、

在
勤
者
で
15
歳
以
上
、
ま
た
は
町

内
の
写
真
団
体
に
所
属
す
る
人　

出
品
作
品
／
カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
、

デ
ジ
タ
ル
作
品
で
四
つ
切
以
上
、

全
紙
以
下　

出
品
数
／
１
人
２
点

以
内　

参
加
費
／
１
人
８
０
０
円

応
募
締
切
／
12
月
13
日
金　

応
募

INFORMATION

『
美
術
展
』
の
お
知
ら
せ

『
第
12
回
毛
呂
山
写
真
愛
好

者
作
品
展
』
作
品
募
集

写
真
サ
ー
ク
ル
『
毛
呂
写

親
の
会
』
作
品
展

『
毛
呂
山
太
極
拳
ク
ラ
ブ
』

無
料
体
験
教
室

『
毛
呂
山
気
功
太
極
拳
』

無
料
体
験
教
室

『
環
境
を
考
え
る
会
』
イ
ベ

ン
ト

『
も
ろ
や
ま
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ク
ラ
ブ
』
会
員
募
集

レ
イ
ン
ボ
ー
ま
つ
り

in 
鶴
ヶ
島

情
報
交
換

報
情

レレ
イ
ン

ボ
ー
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な
ど　

問
／
県
立
毛
呂
山
特
別
支

援
学
校
ｔ
２
９
４
―
７
２
０
０

　

日
高
特
別
支
援
学
校
で
は
、「
肢

体
不
自
由
児
の
介
助
」
に
関
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日
／
10
月
21
日
月
・
22
日
火
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
20
分　

場
／
埼

玉
県
立
日
高
特
別
支
援
学
校
（
日

高
市
高
富
59
―
１
）　

料
／
無
料

内
容
／
実
習
「
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
」、
講
義
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
心
構
え
と
活
動
事

例
」
な
ど　

申
・
問
／
10
月
11
日

金
ま
で
に
県
立
日
高
特
別
支
援
学

校
ｔ
０
４
２
―
９
８
５
―
４
３
９

１
ま
で
申
込
み

明
海
大
学
歯
学
部
庶
務
課
ｔ
２
７

９
ー
２
７
０
７

日
／
10
月
６
日
日
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
開
演
、
３
時
終
演　

場

／
鶴
ヶ
島
市
立
西
公
民
館
（
鶴
ヶ

島
市
新
町
４
―
17
―
８
）　

料
／

無
料　

定
／
１
６
２
人　

問
／
鶴

ヶ
島
清
風
高
等
学
校
ｔ
２
８
６
―

７
５
０
１

日
／
10
月
12
日
土
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時　

場
／
県
立
毛
呂
山

特
別
支
援
学
校　

内
容
／
本
校
児

童
生
徒
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

作
品
展
、作
業
製
品
販
売
、バ
ザ
ー

第
１
光
の
家
事
務
所
ｔ
２
７
６
―

１
３
５
７

　

医
療
系
大
学
な
ら
で
は
の
企
画

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
学
生
に

よ
る
「
骨
密
度
測
定
」
や
「
透と
う
せ
き析

器
具
」、「
人
工
心
肺
」
な
ど
の
医

療
器
具
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

場
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

日
／
10
月
26
日
土
午
前
11
時
〜
午

後
４
時
、
27
日
日
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時　

場
／
埼
玉
医
科
大

学
日
高
キ
ャ
ン
パ
ス　

問
／
埼
玉

医
科
大
学
医
学
部
学
生
課
ｔ
２
７

６
―
１
１
０
９
、
保
健
医
療
学
部

学
生
課
ｔ
０
４
２
―
９
８
４
―
４

８
０
１

健
康
寿
命
を
延
ば
す
口こ
う
く
う腔

の
健
康

の
重
要
性
〜
全
身
の
健
康
と
口
腔

の
密
接
な
関
係
と
は
〜

日
／
10
月
５
日
土
午
後
１
時
〜
３

時
（
正
午
か
ら
受
付
開
始
）　

場

／
明
海
大
学　

講
師
／
松
下
健
二

さ
ん
（
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
口
腔
疾
患
研
究
部
部
長
）　

料
／
無
料
（
申
込
不
要
）　

問
／

先
／
実
行
委
員
ま
た
は
中
央
・
東

公
民
館
に
設
置
し
て
あ
る
申
込
箱

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
※
詳
し

く
は
、
中
央･

東
公
民
館
ま
た
は

町
内
写
真
店
に
設
置
し
て
あ
る
開

催
要
項
、
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　

問
／
実
行
委
員
長
ｔ
２
９

４
―
５
１
２
１
大
谷
木

　

保
育
園
の
お
友
達
と
遊
び
ま

し
ょ
う
！　

保
育
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

日
／
10
月
16
日
水
、
11
月
13
日
水

午
前
10
時
〜
11
時　

場
／
養
光
保

育
園　

対
／
未
就
園
児
の
親
子　

料
／
無
料　

申
・
問
／
前
日
ま
で

に
養
光
保
育
園
ｔ
２
７
６
―
１
４

７
３
に
申
込
み

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ハ
ピ
ネ
ス

（
あ
な
た
の
幸
せ
が
私
た
ち
の
幸

せ
）」
で
す
。
光
の
家
で
い
ろ
い

ろ
な
人
と
出
会
い
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
／
10
月
20
日
日
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
30
分
（
雨
天
決
行
）　

場

／
第
１
光
の
家
前
と
そ
の
周
辺　

内
容
／
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
ダ
ン

ス
や
太
鼓
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

模
擬
店
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
の
ふ
れ

あ
い
、
災
害
情
報
室
な
ど　

問
／

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

『
第
23
回
光
の
家
ま
つ
り
』

『
養
光
保
育
園
』
園
庭
開
放

埼
玉
医
科
大
学

『
第
６
回
越え
っ
か華

祭
』

毛
呂
山
特
別
支
援
学
校

『
第
23
回
ゆ
ず
の
木
ま
つ
り
』

鶴
ヶ
島
清
風
高
校
和
太
鼓
部

『
第
５
回
定
期
演
奏
会
』

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
会
』

明
海
大
学
歯
学
部

『
公
開
講
座
』

仮設駐輪場を設置しました
問　役場まちづくり整備課
　　ｔ（295）2112 内線 146

　10 月５日（土）早朝（始発列車）か
ら武州長瀬駅自由通路および橋上駅舎が
利用開始となります。これにより、現在
使われている武州長瀬駅改札は閉鎖にな
りますのでご注意ください。
　また、北口駅前広場側に仮設駐輪場を
設けましたのでご利用いただきますよう
お願いいたします。

★

自由道路

橋上駅舎 長瀬駅前野久保線
北口駅前広場

町道第110号路線
至東毛呂駅

至川角駅

東武越生線武州長瀬駅

スーパー

仮設駐輪場

武州長瀬駅北口周辺地区仮設駐輪場
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ゆずの里保育園の病後児保育
　お子さんが病気などにかかった後の回復期に、保護者の
就労、疾

しっぺい

病、出産などの理由により家庭で保育することが
困難な場合に専用の保育室で看護師付き添いのもと、一時
的にお子さんをお預かりして保育を行います。
日 / 月～金曜日８:30 ～ 17:00　休日 / 土・日・祝日および 12月 29日～１月３日　料 / １日 2,000 円（町内
の認可保育園在園児は無料）　定 / １日４人まで（予約順）　問 / 役場子ども課保育係ｔ（295）2112 内線 137　
※利用する場合は、事前に登録が必要です。

一時預かり保育
　保護者の就労、疾病、事故、出産などの理由で一時的に家庭で保育することが困難な場合や、育児に伴う心理・
肉体的負担を解消するため、保育所でお子さんを一時的にお預かりして保育を行います。

名　称 場　所 電話番号 名　称 場　所 電話番号
ゆずの里保育園 平山 1-47-3 （294）6066 毛呂山みどり保育園 葛貫 799-12 （294）1115
養光保育園 毛呂本郷 687 （276）1473 ながせ保育園 前久保 497 （294）2515
あけぼの幼児園 長瀬 398-5 （295）2340 ときわぎ保育園 平山 2-11-1 （294）4992

図書館　ｔ（295）1015　10月の休館日：７日月、15日火、21日月、28日月、31日木
名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会
「アンツ」 10月12日（土）14:00～15:30

内容 / 働きアリのジーは、美しい女王バー
ラを手に入れるという夢のために、親友
の兵士アリと入れ替わる。白アリとの戦
争が始まるとも知らずに…。
場 / 視聴覚室　定 / 先着５０人

青空おはなし会 10月26日（土）14:00～14:30 ３歳児～小学生

内容 / おはなし、絵本の読み聞かせ、紙
芝居など　場 / 芝生の上　
※小さなお子さんは、保護者同伴でご参
加ください。

おはなしポッケ 10月 ８日（火）
10月22日（火）11:00～11:30 ０歳～３歳くらい

内容 / わらべうた、手あそび、　絵本の読
み聞かせなど　場 /１階おはなしコーナー
※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おおきなポッケ 10月 １日（火）11:00～11:30 ２歳～３歳 内容 / 絵本の読み聞かせ、手あそび、紙
芝居など　場 / １階おはなしコーナー

児童館　ｔ（295）4111　10月の休館日：毎週日・月曜日　臨時休館 16日水午前
名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

ぴょんぴょん広場

10月 ２日（水）
10月 ９日（水）
10月23日（水）
10月30日（水）

10:30～11:30 ２歳前後の幼児と保護者
内容 / 体操・工作・体育あそびなど（申
込み不要）　持ち物 / 親子とも上履き

幼児クラブ・
ぴょんぴょん広場
合同運動会

10月16日（水）10:00～11:30
２歳から４歳く
らいの幼児と保
護者

場 /総合公園体育館　内容 /いも掘り、ヨー
イドン！、トンネルくぐってこんにちは
など　持ち物 / 親子とも上履き、飲み物な
ど　申 /10 月９日水午後５時までに児童
館で受付（電話可）
※幼児クラブに参加している人以外は申
込みが必要です。

保健センター　ｔ（294）5511
名　称 日　程 対　象 内　容

４か月児健診 11月  ５日（火） H25. ６生
場 / 保健センター
※対象者には個別に通知します。

10か月児健診 11月  ６日（水） H24.12生
１歳６か月児健診 11月 19日（火） H24. ４生
３歳児健診 11月 18日（月） H22. ５生

２歳児歯科健診 11月 28日（木） H23. ４～５生 歯科検診・歯みがき指導・フッ素とふ・栄養相談など
※対象者には個別に通知します。

子ども広場
このコーナーは、子どもが参加のできるイベ
ントなどの情報のほか、子育て支援に関する
情報や健康診断など、子どもに関する様ざま
な事柄を掲載するコーナーです。
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「宇宙警察」

６年　星
ほしの

野　真
まなと

翔くん

保健センターだより
保健センター　ｔ（294）5511

乳がん・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／２年度に１回）
日　11月 13日（水）午後
対　乳がん /４０歳以上、子宮頸がん /２０歳以上
料　乳がん /６００円、子宮頸がん /５００円
　　クーポン券がある人は無料です。
定　先着５０人
申　10月８日（火）から保健センターで受付
※生活保護世帯の人は無料になりますので、申込み時にお申
し出ください。なお、当日は印鑑と受給者証をご持参ください。
※また、お子さんの保育もあります。

胃がん検診・胸部X線検診（肺がん・結核）
日　11月 26日（火）午前
対　４０歳以上
料　胃がん検診（バリウムによる検診）６００円
　　胸部X線検診２００円（喀

かくたん

痰細胞検診５００円）
定　先着１２０人
申　10月 11日（金）から保健センターで受付
※胃がん検診は、開腹手術の既往のある人は医療機関
での検診をお勧めします。
※生活保護世帯の人は無料になりますので、申込み時にお申
し出ください。なお、当日は印鑑と受給者証をご持参ください。

肝炎ウイルス検診（無料）
日　11月 14日（木）午前８時 45分から９時
対　満４０歳以上の人（今年度４０歳以上になる人を含
む）で次の①～⑤の項目のいずれにも当てはまらない
人。①過去にC型肝炎ウイルス検査を受けたことが
ある人、②C型肝炎の治療を受けたことがある人・
受けている人、③ B型肝炎の治療を受けている人、
④大きな手術（開胸手術、開腹手術など）を受けたこ
とがあり、定期的に肝機能検査を受けている人、⑤（女
性のみ）妊娠・分娩時に多量に出血したことがあり、
定期的に肝機能検査を受けている人。
場　保健センター
申　10月７日（月）～11月５日（火）に保健センターで受付
内容　血液検査

食改さんによる生涯骨太クッキング
　健康な骨や筋力を保つためには、栄養バランスのとれ
た食事が大切です。食生活改善推進員と一緒に、カルシ
ウムや良質なたんぱく質を豊富に含む、乳製品や大豆製
品を使った料理を作ってみませんか。
日　11月１日（金）午前９時 30分からお昼ごろまで
場　保健センター２階栄養指導室
定　先着１５人（町内在住者）
内容　調理実習
持ち物　エプロン・三角巾・ふきん２枚
料　２００円（食材料費）
申　10 月７日（月）～ 25 日（金）に保健センターで
受付（電話可）

■ 11月の在宅当番医（午前９時～正午）
日にち 医療機関名 専科 住所 電話
11/   3祝 柴﨑皮膚科医院 皮膚科 中央 4-19-12 295-6628
11/   4
（振休）

くぼた耳鼻咽喉科
クリニック 耳鼻咽喉科 越生町越生東

2-7-9 277-7834

11/23祝 長瀬クリニック 内科・小児科 川角 133-6 295-0708
※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、救
急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。
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法律相談
■弁護士（要予約）
　11月 12日火、25日月　13:30 ～ 16:00
■行政書士
　11月 20日水　10:00 ～ 15:00
場　所　役場会議室
内　容　土地家屋のトラブル、交通事故、金銭貸借や補償、
　　　　相続問題など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

人権・行政相談
日　時　11月 14日木　13:30 ～ 16:00
場　所　役場会議室
内　容　人権問題、行政に関する苦情など
問合せ　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112 内線 313

心配ごと相談
日　時　毎週水曜日　10:00 ～ 12:00
場　所　ウィズもろやま
内　容　生活上の悩み、困りごとなど
問合せ　社会福祉協議会ｔ（295）3111

教育相談
日　時　月～金 　10:00 ～ 16:30
場　所　教育センター
内　容　不登校、いじめ、しつけなど
電話相談番号ｔ（295）2525

1 1 月の相談コーナー
健康相談
■成人健康相談（心と体の相談）
日　時　11月 20日水　9:00 ～ 12:00
場　所　保健センター
日　時　11月 27日水　9:30 ～ 11:30
場　所　役場ホール
■電話相談
　月～金曜日（祝日を除く）　9:00 ～ 17:00
問合せ　役場保健センターｔ（294）5511

消費生活相談
　産業振興課では、消費生活全般に関する相談・情報提供
を行っています。
　毎週火曜日　10:00 ～ 15:00 は、消費生活コンサルタ
ントが相談を受け付けます。
問合せ　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

入間西障害者相談支援センター出張相談
日　時　11月６日水　10:00 ～ 12:00
場　所　役場相談室
対　象　障害（身体・知的・精神）のある人やその家族
内　容　生活上の諸問題など
問合せ　役場福祉課障害福祉係ｔ（295）2112 内線 116・117
　　　　　　　　　　　　　ｆ（295）2126

 行事カレンダー11月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

日 月 火 水 木 金 土
1 2
・生涯骨太クッキング
　場保健センター→P23
・健康づくり教室
　場中央公民館

・菊花展覧会
　場ウィズもろやま→P13

3 文化の日 4 振替休日 5 6 7 8 9児歴 児 図歴

・流鏑馬
　場出雲伊波比神社→P13
・菊花展覧会
　場ウィズもろやま→P13
・ヤングフェスティバル
　場ウィズもろやま→P14

・菊花展覧会
　場ウィズもろやま→P13
・名球会メモリアル毛呂
山少年野球大会

　場大類ソフトボールパーク

・体育施設12月分調整会議
　場総合公園
・健康づくり教室
　場大類館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・入間西障害者相談支援
センター出張相談

　場役場会議室

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・健康づくり教室
　場中央公民館

・子ども映画会
　場図書館

10 11 12 13 14 15 16
児 図歴児体

・12月分総合公園予約日
　場総合公園
・名球会メモリアル毛呂
山少年野球大会

　場大類ソフトボールパーク

・園庭開放
　場旭台保育園→P14
・いきいきシニア講座
　場中央公民館
・歌声講座
　場東公民館→P16

・健康づくり教室
　場大類館
・おはなしポッケ
　場図書館

・高齢運転者再教育
　場おごせ自動車学校
・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・高血圧予防教室
　場保健センター
・子育てサロン
　場東公民館

・健康づくり教室
　場中央公民館

・産業まつり
　場総合公園→P19
・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・身近な草花を楽しむ会
　場図書館

17 18 19 20 21 22 23 勤労感謝の日
児 図歴児体 児

・産業まつり
　場総合公園→P19

・健康づくり教室
　場大類館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・健康づくり教室
　場中央公民館

・ゆずの里ウォーク
　場町内
・おはなし会
　場図書館

24 25 26 27 28 29 30児 図歴児体

・鎌北湖紅葉まつり
　場鎌北湖畔
・休日納税相談・納入窓口
　場役場

・健康づくり教室
　場大類館
・おはなしポッケ
　場図書館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館
・高齢運転者再教育
　場おごせ自動車学校

・子育てサロン
　場ウィズもろやま

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館　体町内体育施設（総合
公園体育館・グラウンド、大類グラウンド・ソフトボールパーク、
川角公園、西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク 場＝場所
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※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘  ｔ（294）5545

役場からのお知らせ

　連日続いた猛暑日が嘘だったよう
に風が冷たくなりました。秋になる
と行事が続き、自然の風景も色を変
えて見所が続きます。広報でも季節
の移り変わりをみなさんにお伝えす
るため、走りまわります！　（Ｙ）

編　集　後　記

人口　　35,699 人（－ 18人）

　男　　17,802 人（－ 6人）

　女　　17,897 人（－ 12人）

世帯　　15,717 戸（＋ 10戸）

※平成 25年９月１日現在（カッコ）
内は前月比

人の動き

■毎週水曜日は、税務課・住民課・
子ども課・高齢者支援課・福祉課・
水道課で午後７時まで窓口業務を
行っています。

■広報もろやまは、役場ホール、
両公民館、図書館、保健センター、
教育センター、総合公園体育館、
歴史民俗資料館、福祉会館に置い
てあります。

■ウェブサイト用
　QRコード

■税金・保険料は納期限内に忘れ
ずに納めましょう。
10月の納期限（10月31日納期限）
　町県民税　　　　　　　３期
　国民健康保険税　　　　４期
　介護保険料　　　　　　５期
　後期高齢者医療保険料　４期
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図書館
今月のオススメの一冊！

『がんばらないで楽に長く走る』

鮎川良
りょう

／著　学研パブリッシング／出版

今は空前のランニングブーム
ですね。様ざまな本が出てい

るなか、今回ご紹介するこちらはタイ
トルずばりの解説本です。整体師ラン
ナーが、ビギナー
に向けて、完走の
ための練習やスト
レッチ、故障につ
いてまでわかりや
すく教えてくれま
す。フルマラソン
も攻略できる 1 冊
です」

「昨

お便りコーナー

山根荘は、レインボー協議会（毛呂山町、川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、
日高市、川島町、越生町）内の居住者で６０歳以上の人は、無料で
ご利用になれます。

ほしいもの！　あげたいもの！
●ゆずりたい物
・剣道具一式（中学生女子用）（胴・小手・面・竹刀・竹刀ケース）（中
古・無料）
●ゆずってほしい物
今月はありません。

　紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。
また、交渉が成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月
申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112 内線 175

山根荘趣味の会等定例行事
10月の休館日   5日   6日 12日 13日 14日

19日 20日 26日 27日

ゲートボール  大会 21日
ペ タ ン ク  大会 29日
声 を出す会   2日 16日（芸能祭）
謡 寿 会   8日 15日
民 踊同好会 21日 28日

俳 句 の 会 11日 25日【季語　錦秋（きん
しゅう）、稲架（はざ）】

囲碁・将棋の会   2日   4日   9日 11日 18日 
23日 25日

お 茶 の 会   4日 18日
茜会（お花）28日
ダンス同好会   4日 18日

ぎんれい会（大正琴）   4日 18日
三味線・民謡の会   3日 10日
手 芸 の 会   9日 23日
カ ラ オ ケ
同 好 会

  7日 21日
（厚年カラオケ）25日

吟 友 会   9日 23日
書 道 の 会   9日 23日
舞 わかば会   9日 23日
FD カトレア 11日 25日
健康体操役場主催   7日 28日
楓 会 10日
押し花の会   7日 28日
桜 扇 の 会 11日 29日
PC ク ラ ブ   7日 21日
光 華 の 会   2日
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植物油インキを使用しています。
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清
流
「
桂
木
川
」
の
上
流
に
は
、
秋
海
棠
が
花

開
き
ま
す
。
野
生
の
秋
海
棠
は
、
空
気
が
清
く
、

水
清
く
、
冷
涼
な
地
を
好
み
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
時
期
こ
の
場
所
に
、
赤
と
ん
ぼ
が
訪

れ
、
花
の
ま
わ
り
で
遊
び
ま
す
。

　
　

桂
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棠
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）

応
募
方
法

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
写
真
を
と
お
し
て
毛
呂
山
町

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
風
景
写
真

は
も
ち
ろ
ん
人
物
や
動
物
、
花
な
ど
の
写
真
で
も
結

構
で
す
。
あ
な
た
の
好
き
な
毛
呂
山
町
の
風
景
を
写

真
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
在
住
・
在
勤
の
人

で
あ
れ
ば
応
募
可
能
で
す
。
ま
た
、
撮
影
し
た
写
真

へ
の
思
い
や
撮
影
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
１
５
０
字
程

度
で
ま
と
め
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
な
ど
で
併
せ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
（
写
真
返
却
不
可
）。
な
お
、
撮

影
が
過
去
の
も
の
（
１
年
前
）
で
も
掲
載
可
能
で
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
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（平成 25年９月９日撮影）

魅
力
　
　
発
見

彩

　　前野　智
ともき

生くん（１歳８か月）

　アンパンマンが大好きな智ちゃんは、

家族の宝物です。

　生まれてきてくれてありがとう。　

ずっと笑顔でいてね。

　獅子舞は神
かぐら

楽の音に合わせて獅子が
舞い踊り、除

じょさい

災招
しょうふく

福を祈念する伝統芸
能です。獅子のモチーフとなるライオ
ンが生息する南東の国々から、インド・
中国・朝鮮半島を経由し、または東南
アジアから沖縄を通じて伝わり、お正
月を始め全国各地で奉納されています。

　特に毛呂山町を含む旧武
むさしのくに

蔵国農村部では地域的な一般舞踊
としての広まりが強かったそうです。
　町内では現在４つの地区で獅子舞を舞っており、今年も10月
13 日に大類・滝ノ入・葛貫地区、20 日に川角地区で獅子舞が
奉納されます。同じ町内の獅子舞ですが動きや形にそれぞれ
特徴があり、見比べて違いを探すのも楽しみ方のひとつでは
ないでしょうか。

獅子舞

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。
申・問　役場秘書広報課ｔ内線３３２

徒然歳時記
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